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第 1節 研究背景 
 2013 年に 1,000 万人を超えた訪日外国人旅行者数は増加の一途とたどり、2016 年には
2,403万人となった。日本政府は 2016 年 3月 30 日に「明日の日本を支える観光ビジョン
―世界が訪れたくなる日本へ―」を発表し、目標として訪日外国人旅行者数を 2020 年に
4,000 万人、2030 年には 6,000 万人を掲げた。また、地方への観光効果の波及を目指し、

















によると世界の国際観光客到着数は 1990 年には約 4 億 3,500万人であったのが、2000 年
には約 6 億 7,400 万人、2010 年には約 9 億 50 万人となった。2015 年の国際観光客到着
者数はおよそ 11 億 8,600 万人であり、現在も増加している。また、UNWTO（2016）は
国際観光客数が 2020 年には約 13 億 6,000 万人、2030 年には 18 億 900 万人に増加する







































タや、スマートフォンの GPS から取得された位置情報、SNS のテキストデータは城田の


























                                                     
2 https://resas.go.jp/#/13/13101 
3 http://inbound.nightley.jp/ 




























































矢部・倉田（2013）が利用した IC 乗車券の利用履歴はまさにビッグデータの 3V の特
性を有するものであり、日本におけるビッグデータによる観光動態分析の初期のものであ
ると位置づけられる。中谷（2015）が活用したデータは、ビッグデータではないものの、



























府県への 1 回当たりの訪問での滞在時間を算出したうえで、3 時間以上の滞在を「滞在デ
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図 1 滞在時間別の都道府県間移動比率 
（澁谷、2017 より引用）  
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 第 2節では本研究の分析手法となる社会ネットワーク分析について、まず 1 項では社会
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第 1節 旅行者移動の研究 
（1）旅行者の移動パターン 
 まず、本研究の焦点となる旅行者の移動について、先行研究からその視点を整理する。
英文の移動パターンに関する先行研究では behavior（Dietvorst、1995；McKercher et al.、
2012）、movement（McKercher and Lau、2008）、tourist flow（Oppermann、1992；


















































討を行った Lue et al.（1993）は、移動ルートを目的地が一つの単一目的地型（single 
destination pattern）と、目的地まで／からの途中に立ち寄り地点のある立ち寄り型（en 
route pattern）、宿泊地を中心に衛星的な目的地が分布する拠点型（base camp pattern）、
目的地から出発地へ戻る前に地域（region）を旅行する域内回遊型（regional pattern）、
                                                     
5 それぞれのパターンの日本語訳は橋本（2013）に従った。 




（Single Destination Patterns）と多目的地型（Multiple Destination Patterns）に分類
し、さらにそれぞれ 2つと 5 つに分類している。 
 
（2）旅行者行動と国・地域との関係 
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7 Casanueva et al.（2016）では、観光とホスピタリティに関する学術誌から社会ネットワーク分析の手
法を使用した論文を整理している。そこにおいても、Shih（2006）と Hwang et al.（2006）を観光目的
地をネットワークのノードとした社会ネットワーク分析論文の最初のものとして掲載している。 




そこで、本項の以下では、Shih（2006）や Liu et al.（2012）や丸山ほか（2014）、Peng 


















図 2 次数中心性と目的地の役割の関係 
 
近接中心性とは、当該ノードが他のすべてのノードにどの程度近いかを示す指標であり、



























𝐶𝐵(𝑛𝑖)はノード i の媒介中心性、𝑔𝑗𝑘はノード i とノード k 間の測地線の数、












体的には、図 3 の場合、ノード Bとノード C の間につながりがない場合、そこには構造的
空隙があるとみなされる。そしてノードAは両ノード間の競争や拮抗を誘導して利用する、
いわゆる漁夫の利（利を得る第三者）であり、ノード B とノード C の間の紐帯の不在は、
ノード Aが利用できる構造的空隙であるととらえられる（ウオウターほか、2009）。 
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 ① 特定したエゴのエゴセントリックネットワークの大きさを求めて 1 を引く。 
 ② エゴへの紐帯を除いた、エゴ以外の点の次数を求める。 
 ③ ②の平均値を求める。 
 ④ ①から②を引くと、有効規模が得られる。 
 ⑤ 有効規模を、①すなわちエゴセントリックネットワークの大きさ-1 で除したものが
効率性である。 
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 CONCOR の計算アルゴリズムは以下のとおりである（安田、2001）。 
① データ行列（OD 行列）の列成分同士の相関をとり、相関行列を作成する。 
② ①で出来た相関行列のデータから、相関行列を作成する。 
③ ②のプロセスを繰り返すことにより、行列の成分が 0 あるいは 1 に収斂する。 
④ ③の行列を列と行で似た行為者を近くに配置するように並べ替える。 





                                                     
10 ブロックとは類似した関係構造をもつ行為者を近くに配置した行列の一部分（安田、2001）である。 

























                                                     
11 その他の基準として金光（2003）は完全フィット（ファット・フィット）の基準、零ブロック・フィ
ット（リーン・フィット）基準、一ブロック・フィット基準を挙げている。 
12 社会ネットワーク分析ソフト UCINET6 では、重み付きの有向グラフの場合、tはネットワーク内の
移動量となる。 
13 図 5 では中心―周辺構造は中心となるブロックでのクリーク構造が示されているが、熊倉（2007）は
クリーク構造がなくても、中心と周辺ブロック間の相互の推移が確認されれば、中心―周辺構造として位
置づけている。 









図 5 ブロックモデリングによる構造パターン 
注：図中 A、B、Cはブロックである。また、0 はブロック間またはブロック内で直接
結合がないことを、1 は直接結合があることを示している。 
（金光、2003 および熊倉、2007 を参考に作成） 
 
を明らかにしている。そこでは、JPOP市場では SMAP や小田和正のベスト CDや BEGIN
やケツメイシなどの主要な CDが同一ブロックに該当することから、そのブロックを「ベ
スト＆一般ウケ」と名付け、入門的な CD と位置付けている。また、そのブロックは
CHEMISTRY や ZARD などの CD から構成される「COOL」ブロックと「ベスト＆一般
ウケ」ブロックに含まれない BEGIN やケツメイシの CD から構成されるブロックとの連
鎖が、中心―周辺構造に現れていることを明らかにしている。一方で、東京スカパラダイ
スオーケストラやサンボマスターなど、音楽通のマニアから支持される音楽から構成され
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第 3節 研究方法と本論文の構成 









































第 4 章第 1節では社会ネットワーク分析の中心性指標と構造的空隙の指標をもとに、市町




















本研究では 2015 年 4 月 1日から 30日までのデータを利用する。同時期のデータを利用
した理由として、まず対象者数の多さがあり、データを得た時点で対象者が最多であった
ことが挙げられる。ビッグデータの 3V の特性のひとつである volume が示すように、ビ
ッグデータの分析にはデータ量の多さが重要である。また、2015 年に公表された「訪日外
国人の消費動向」（観光庁、2015a；観光庁 2015b；観光庁、2015c；観光庁、2015d）に




録時刻が 1 時間ごとに整理された形式で提供される。ただし、3 次メッシュ内の記録者数
が 3 人未満である場合は、3 次メッシュではなく 2 次メッシュの単位のみで集計されてい
る。本研究では、3 メッシュ情報を市町村情報に変換しているが、2 次メッシュのみの記
録に関しては、場所不明として扱った。3 人以上の記録が確認された 3 次メッシュは合計









年 4-6 月期の訪日目的として観光・レジャーが 71.5%、業務目的が 18.2%、その他が 10.3%
であり、本研究データの対象者の半数以上も観光・レジャー目的であると推測される。ま
                                                     
16 各時期の観光・レジャー目的の旅行者の割合は、67.0%（1-3 月期）、71.5%（4-6 月期）、71.1%（7-9
月期）、68.0%（10-12 月期）である。 
17 3次メッシュとは 1 辺が約 1km（緯度の間隔は 30 秒、経度の間隔は 45 秒）に区切られた区画である
（総務省統計局ホームページより）。 
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写真 1 NAVITIME for Japan Travel 
 
その期間に位置情報の観光分析への提供に同意した 5,868 人のうち、3 次メッシュデー
タのなかった 40 人と市町村で 2 時間以上の滞在を記録しなかった 713 人を除いた 5,115
人のうち、一つの市町村でのみ 2 時間以上の滞在が確認された 1,973人を第 3 章第 1節の
対象とする。また、2 時間以上滞在した市町村間での移動が確認された 3,142 人を第 3 章
第 2 節以降および、第 4 章の分析対象とする（表 1）。ここで、2 時間以上と時間を区切っ
た理由としては、対象データには多くの移動データが含まれており、それと滞在データを
区別するためである。また、東京 23 区から京都市への、いわゆるゴールデンルート上の
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表 1 データ提供者の国・地域構成 
単位：人     
国・地域 市町村間移動あり 市町村間移動なし 合計 
総数 3,142 1,973 5,115 
タイ 503 237 740 
西欧 365 250 615 
アメリカ合衆国 369 232 601 
台湾 360 227 587 
東南アジア 274 164 438 
オーストラリア 205 131 336 
シンガポール 166 146 312 
香港 165 139 304 
フィリピン 156 101 257 
中国・韓国 138 88 226 
カナダ 74 63 137 
インド 36 23 59 
北欧 28 22 50 
メキシコ 26 16 42 
ニュージーランド 25 10 35 
ブラジル 23 10 33 
ロシア 19 6 25 
トルコ 9 4 13 







旅行者数が最多となっているが、これは 2015 年のタイの旧正月が 4 月にあったことが要
因として考えられる。 
相対日時から対象者の平均記録日数を算出すると、市町村間移動の認められた 3,142 人
の平均は 5.6 日、市町村間移動のない 1,973 人の平均は 2.6 日であった。とくに、市町村
間移動のない旅行者の 82.7%が 3日以下である（図 7）。このような平均相対日時は、観光








図 7 対象者の相対日数の分布 
 
本研究では、3 次メッシュで提供された位置情報を市町村データに変換し分析を行って
いる。その変換には各 3 次メッシュの重心の座標を用いている。3 次メッシュ境界線に対
するジオメトリ演算を用い、3 次メッシュの重心座標を算出し、その結果と市町村地図を
オーバーレイすることにより、3 次メッシュを都道府県・市町村データに変換した。なお、
東京都内の 23の区は「東京 23 区」とし、全国の政令指定都市も区ではなく市で統一して















第 1節では 2時間以上滞在した市町村が 1つしか記録されなかった 1,973人を単一目的地
型の旅行者とし、それらの訪問市町村の傾向を明らかにする。 
第 2 節以降では 2時間以上滞在した市町村が 2つ以上記録された 3,142 人を対象に、各
市町村について Oppermann（1992）が整理した旅行者の移動の動的要素および静的要素
の傾向を明らかにする。まず、第 2 節では動的要素として、市町村間移動の傾向を従来の
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第 1節 単一目的地型の目的地 













東京 23区 1274 3533 36.1  
大阪市 128 964 13.3  
京都市 119 1085 11.0  
成田市 47 559 8.4  
横浜市 36 416 8.7  
福岡市 28 106 26.4  
名古屋市 28 196 14.3  
札幌市 14 83 16.9  
箱根町 13 292 4.5  
横須賀市 10 26 38.5  
千葉市 10 89 11.2  
広島市 10 183 5.5  
浦安市 10 321 3.1  
泉佐野市 9 160 5.6  
富士河口湖町 9 240 3.8  
神戸市 8 202 4.0  
奈良市 8 251 3.2  
函館市 7 37 18.9  
高山市 6 119 5.0  
彦根市 5 17 29.4  
川崎市 5 155 3.2  
 
単一目的地型の訪問者数が最も多いのは東京 23 区（1,274 人）であり、東京 23 区で 2
















ず、単一目的地型の旅行者数が 10 人、割合も 5.5%しかなかった。観光庁（2015a）によ
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第 2節 市町村間移動の概況 
（1）全移動による市町村間移動 
 図 8 は全移動による市町村間移動を移動量に応じて示したものである。延べ移動量は




都市―大阪市（322、304）19や東京 23 区―京都市（188、131）、東京 23 区→大阪市（108）
が存在し、ゴールデンルートを形成する重要都市間の移動が確認される。そのほかには東
京 23 区と大阪市を移動の拠点として訪問された周囲の地域との移動がある。たとえば、


















                                                     
19 「A―B（a、b）」と記載されている場合には、A 地域から B地域への流動量が a、B地域から A地域
への流動量が b であることを示している。 
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図 8 市町村間移動（全移動） 













10 人以上 50 人未満の延べ移動量を示した市町村間移動も、移動量 50 以上のものと同
様に、東京 23 区と京都市、大阪市が移動結節点となる移動が確認され、東京 23 区が結節
































移動が確認できる。50 から 100 の移動量で広島市―廿日市市間の移動があったことを踏
まえると、原爆ドームと厳島神社という世界遺産が多くの旅行者を両市に誘客したと考え
られる。 















                                                     
20 中部北陸の 9 県が連携して行っている観光ルートのプロジェクトで、伊勢神宮、名古屋城、東尋坊、
白川郷、立山黒部アルペンルートなどがルートに含まれる（村山、2015）。 





い。これらの県はとくに、高山市が関わる移動が 10 以上 50 未満で現れる以外はすべて










のである。延べ移動量は 3,801 人、リンケージ数は 1,421、市町村数は 349 である。延べ
移動量 50 人以上では、ゴールデンルートを形成する東京 23 区、大阪市、京都市間の移動
が確認できる。ただし、東京 23区―大阪市と東京 23 区―京都市は、全移動での移動量に
対して 70.0%以上の移動量がある一方で、京都市―大阪市は、京都市→大阪市が 33.2%、





 同様に全移動では 50以上の移動が確認された東京 23区とその周辺市町村との移動では、
東京 23区と移動ルートを結ぶ市町村の数が減少している。たとえば、東京 23 区―横浜市
は全移動量が 251 件（東京 23 区→横浜市）と 253 件（横浜市→東京 23 区）であったの
に対し、宿泊市町村間の移動では 56 件（東京 23 区→横浜市）と 50件（横浜市→東京 23 







図 9 宿泊市町村間移動 










だし、この間の移動も、全移動で確認した移動量との比率23が東京 23 区→浦安市は 26.0%、
浦安市→東京 23 区は 13.8%であり横浜市同様に一方のみが宿泊地となる移動がされてい
る。 














ともに、比率も全体平均を下回っている。奈良市は Rowthorn et al.（2015）でコンパク
トな街であること、ハイライトは丸一日収めることが可能なこと、京都観光の side trip で
あることが記載されているように、京都市もしくは大阪市宿泊者が日帰りで訪れていると
考えられる。 
                                                     
22 ここも注 21 同様に、いずれかが宿泊地、その一方が非宿泊地となる移動を抽出すると、東京 23 区が




24 これらの市町村間移動すべてで、東京 23 区が宿泊地、それ以外が非宿泊地となる移動が、その反対の













































第 3節 旅程における最初・最終訪問市町村 
本節では各市町村の旅程における最初・最終 2 時間以上滞在者および最初・最終宿泊者
の人数と割合、および両区分の比較をすることにより、最初に立ち寄った場所、宿泊した
















成田市は 2時間以上では最初が 170人、最終が 314人と多い一方で、宿泊ではそれぞれ









で最初の 2時間以上の滞在をした 16 人のうち、6 人ずつが東京 23 区と佐倉市を、習志野 
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2 時間以上 宿泊 
最初 最終 最初 最終 
東京 23 区 2259 1289 (57.1) 1098 (48.6) 1346 (59.6) 1251 (55.4) 
京都市 966 202 (20.9) 265 (27.4) 215 (22.3) 229 (23.7) 
大阪市 836 259 (31.0) 258 (30.9) 313 (37.4) 342 (40.9) 
成田市 512 170 (33.2) 314 (61.3) 59 (11.5) 58 (11.3) 
横浜市 380 97 (25.5) 97 (25.5) 94 (24.7) 93 (24.5) 
浦安市 311 47 (15.1) 58 (18.6) 39 (12.5) 56 (18.0) 
箱根町 279 44 (15.8) 47 (16.8) 28 (10.0) 44 (15.8) 
奈良市 243 28 (11.5) 26 (10.7) 14 (15.8) 16 (16.6) 
富士河口湖町 231 20 (18.7) 28 (12.1) 32 (13.9) 35 (15.2) 
神戸市 194 33 (17.0) 26 (13.4) 32 (16.5) 31 (16.0) 
広島市 173 26 (15.0) 18 (10.4) 29 (16.8) 23 (13.3) 
名古屋市 168 48 (28.6) 40 (23.8) 54 (32.1) 54 (32.1) 
鎌倉市 156 19 (12.2) 15 (19.6) 10 (16.4) 7 (14.5) 
泉佐野市 151 35 (23.2) 88 (58.3) 11 (17.3) 10 (16.6) 
川崎市 150 28 (18.7) 24 (16.0) 32 (21.3) 28 (18.7) 
御殿場市 118 8 (16.8) 22 (18.6) 10 (18.5) 13 (11.0) 
廿日市市 117 11 (19.4) 12 (10.3) 9 (17.7) 10 (18.5) 
高山市 113 27 (23.9) 22 (19.5) 32 (28.3) 23 (20.4) 
日光市 93 10 (10.8) 16 (17.2) 8 (18.6) 8 (18.6) 
小田原市 92 10 (10.9) 11 (12.0) 7 (17.6) 7 (17.6) 
武蔵野市 90 11 (12.2) 7 (17.8) 9 (10.0) 7 (17.8) 
姫路市 87 13 (14.9) 11 (12.6) 2 (12.3) 0 (10.0) 
千葉市 79 33 (41.8) 18 (22.8) 26 (32.9) 33 (41.8) 
福岡市 78 31 (39.7) 38 (48.7) 34 (43.6) 39 (50.0) 
三鷹市 76 9 (11.8) 5 (16.6) 4 (15.3) 8 (10.5) 
札幌市 69 19 (27.5) 32 (46.4) 22 (31.9) 40 (58.0) 
さいたま市 66 10 (15.2) 9 (13.6) 9 (13.6) 9 (13.6) 
富士吉田市 65 6 (19.2) 9 (13.8) 7 (10.8) 5 (17.7) 
金沢市 60 12 (20.0) 7 (11.7) 16 (26.7) 12 (20.0) 
松本市 51 6 (11.8) 11 (21.6) 6 (11.8) 9 (17.6) 
軽井沢町 50 7 (14.0) 9 (18.0) 7 (14.0) 8 (16.0) 
八王子市 49 8 (16.3) 11 (22.4) 5 (10.2) 4 (18.2) 
岡山市 49 7 (14.3) 8 (16.3) 5 (10.2) 7 (14.3) 
船橋市 46 15 (32.6) 9 (19.6) 13 (28.3) 9 (19.6) 
藤沢市 46 4 (18.7) 7 (15.2) 5 (10.9) 3 (16.5) 
静岡市 45 10 (22.2) 9 (20.0) 8 (17.8) 8 (17.8) 
小樽市 44 4 (19.1) 6 (13.6) 2 (14.5) 3 (16.8) 
相模原市 40 7 (17.5) 4 (10.0) 7 (17.5) 6 (15.0) 
川越市 40 6 (15.0) 4 (10.0) 5 (12.5) 7 (17.5) 
白川村 40 3 (17.5) 2 (15.0) 1 (12.5) 1 (12.5) 
宇治市 38 3 (17.9) 3 ( 7.9) 2 (15.3) 4 (10.5) 
大津市 37 3 (28.1) 4 (10.8) 6 (16.2) 9 (24.3) 
富山市 35 4 (11.4) 4 (11.4) 7 (20.0) 5 (14.3) 
市川市 33 15 (45.5) 3 ( 9.1) 9 (27.3) 7 (21.2) 
那覇市 32 7 (21.9) 11 (34.4) 5 (15.6) 12 (37.5) 
注：全 488 市町村のうち、対象者の 1.0%以上が 2 時間以上の記録をした地域のみを記載している。 
  （）内の割合が 25.0%以上のものはグレー塗りで、50.0%以上のものは黒塗りで示している。 
 
 60 




泉佐野市と田尻町の場合をみると、泉佐野市を最初の 2 時間以上の滞在場所とした 35
人のうち 12 人が大阪市を最初の宿泊地とし、泉佐野市を最終の 2 時間以上の滞在場所と
した 88人のうち 60 人が大阪市を最終宿泊地としている。田尻町でも同様に最初・最終宿
泊地として大阪市を選択している。泉佐野市、田尻町と大阪市との関係では両市は宿泊地
となる傾向にはなかった。これは成田市の場合と共通している。 
常滑市でもそこを最終の 2 時間以上の滞在場所とした 15 人のうち 9 人が名古屋市を最
終宿泊地としている。千歳市はやや異なり、そこを最初の 2時間以上の滞在地とした人の
うち、札幌市を最初の目的地としたものは 1 人に過ぎなかったが、千歳市を最終の 2時間
以上滞在地とした 5 人全員が札幌市を最終宿泊地としていた。この結果と関連し、名古屋







る状況を示し、最終の 2 時間以上滞在地としたものが 34.4%、最終の宿泊地としたものの
割合が 15.6%である一方、最初の 2 時間以上の滞在地としたものは 18.8%、最初の宿泊地

































第 4節 市町村別にみる宿泊と非宿泊滞在の傾向 
（1）宿泊傾向 
表 4 は各市町村における延べ宿泊者数と 2時間以上滞在者数に占める宿泊者の割合（宿
泊率）、宿泊者一人当たり平均宿泊数を示したものである。宿泊者が一人以上いた市町村は
375であり、1 市町村当たりの平均延べ宿泊者数は 27.5人、市町村当たりの平均宿泊率25は
42.2%、市町村当たりの平均宿泊数は 1.3 泊である。 
延べ宿泊人数の上位にあるのは東京 23区（5,681 人）や大阪市（1,261人）、京都市（1,208
人）である。また、宿泊率も東京 23 区は 83.0％、京都市は 63.3%、大阪市は 76.4％であ
り、宿泊地としても機能が突出している。しかし、3 都市間の平均泊数には差がみられ、














福岡市（110 人）、高山市（99 人）、札幌市（93 人）の地方都市も 100 人以上もしくは 100
人近い延べ宿泊者数を記録した。これらの都市はすべて宿泊率が 50.0%を上回っており、
地方における宿泊拠点として機能していると理解できる。とくに福岡市と札幌市の宿泊率 





𝐴𝑖は市町村 i における宿泊者数、𝑆𝑖は市町村 i における 2 時間以上滞在者数 
 
により算出している。 
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表 4 市町村別の宿泊状況 
市町村 延べ宿泊者数（人） 宿泊率（%） 平均泊数（泊） 
東京 23 区 5,681  83.0 3.0 
大阪市 1,261  76.4 2.0 
京都市 1,208  63.3 2.0 
横浜市 437  46.8 2.5 
名古屋市 200  64.3 1.9 
川崎市 173  42.7 2.7 
箱根町 166  49.8 1.2 
富士河口湖町 164  57.6 1.2 
浦安市 158  38.3 1.3 
広島市 149  59.5 1.4 
千葉市 149  58.2 3.2 
成田市 143  22.3 1.3 
神戸市 136  52.1 1.3 
福岡市 110  79.5 1.8 
高山市 99  69.0 1.3 
札幌市 93  79.7 1.7 
奈良市 65  22.2 1.2 
金沢市 65  76.7 1.4 
船橋市 65  50.0 2.8 
さいたま市 60  33.3 2.7 
相模原市 58  42.5 3.4 
市川市 55  45.5 3.7 
廿日市市 51  38.5 1.1 
日光市 46  41.9 1.2 
武蔵野市 43  18.9 2.5 
松本市 40  58.8 1.3 
御殿場市 38  22.0 1.5 
岡山市 38  32.7 2.4 
三鷹市 36  15.8 3.0 
軽井沢町 36  52.0 1.4 
川越市 35  25.0 3.5 
鎌倉市 34  19.2 1.1 
大津市 34  62.2 1.5 
八王子市 30  28.6 2.1 
富山市 29  60.0 1.4 
小田原市 28  28.3 1.1 
藤沢市 28  30.4 2.0 
泉佐野市 26  15.9 1.1 
那覇市 25  50.0 1.6 
富士吉田市 22  29.2 1.2 
静岡市 21  40.0 1.2 
姫路市 16  17.2 1.1 
宇治市 11  28.9 1.0 
小樽市 10  20.5 1.1 
白川村 6  15.0 1.0 
平均 27.53  42.2 1.3 





はそれぞれ 79.5%と 79.7%であり、東京 23 区に匹敵する割合である。しかし、両市の平










れぞれ 2 人、3 人、5人、平均泊数がそれぞれ 13.5 泊、11.0 泊、10.2 泊で 10 泊を上回る。 
大野城市（9.0泊）や沖縄市（7.8 泊）、上尾市（7.0泊）、和光市（6.3泊）、彦根市（6.3
泊）、綾瀬市（6.3 泊）、福生市（6.0 泊）、横須賀市（5.4 泊）、立川市（5.0泊）、東村山市
（5.0 泊）が一人当たりの泊数が 5 泊以上である。このうち、彦根市と横須賀市の宿泊者














                                                     
26 相模原市と座間市も両市にまたがって米軍基地が立地しており、米軍関係者の可能性が指摘できる。 
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（2）非宿泊滞在の傾向 
 非宿泊滞在は 442 市町村で確認され、1市町村当たりの平均延べ非宿泊滞在件数は 18.7
件、合計滞在時間の平均は 94.85時間、1 件当たりの平均滞在時間は 5.05 時間である。表
5 は各市町村における非宿泊滞在の延べ件数、合計滞在時間、1 回当たりの平均滞在時間
を示したものである。延べ非宿泊滞在件数でも東京 23 区が 1,226 回で最多であり、次に
京都市（532 回）が続く。これら 2 都市は 1回の滞在当たりの平均滞在時間がそれぞれ 6.43
時間と 6.40 時間で、全体平均の 5.05 時間を上回っている。また、上記の 2 都市と比較す































東京 23区 1226  7879  6.43  
京都市 532  3406  6.40  
成田市 445  1498  3.37  
大阪市 401  2170  5.41  
横浜市 325  1648  5.07  
浦安市 264  2012  7.62  
奈良市 191  1013  5.30  
箱根町 186  853  4.59  
鎌倉市 154  709  4.60  
川崎市 152  730  4.80  
泉佐野市 148  528  3.57  
富士河口湖町 138  609  4.41  
神戸市 133  714  5.37  
名古屋市 112  502  4.48  
御殿場市 107  482  4.50  
武蔵野市 101  456  4.51  
広島市 95  443  4.66  
廿日市市 83  400  4.82  
日光市 80  396  4.95  
三鷹市 77  324  4.21  
姫路市 75  353  4.71  
小田原市 73  261  3.58  
千葉市 66  328  4.97  
さいたま市 60  312  5.20  
船橋市 59  433  7.34  
相模原市 56  319  5.70  
市川市 53  388  7.32  
富士吉田市 51  182  3.57  
八王子市 50  225  4.50  
高山市 48  197  4.10  
岡山市 45  160  3.56  
福岡市 40  158  3.95  
小樽市 39  152  3.90  
藤沢市 39  159  4.08  
白川村 36  129  3.58  
札幌市 35  143  4.09  
静岡市 35  111  3.17  
川越市 33  177  5.36  
軽井沢町 31  152  4.90  
松本市 31  141  4.55  
宇治市 29  113  3.90  
大津市 26  112  4.31  
那覇市 25  134  5.36  
金沢市 20  109  5.45  
富山市 18  79  4.39  
平均 18.8  94.9  5.05  
  注：全 488 市町村のうち、対象者の 1.0%以上が 2時間以上の記録をした市町村のみを記載している。 
 








第 5節 旅行者の移動の静的要素にみる市町村の機能 




















































れていなかった。観光庁（2015a）において、石川県訪問者の 226 人中 104人が成田空港
























































指標と媒介中心性指標、構造的空隙指標から明らかにする。第 2 章第 2 節 2項では、中心
性指標として、近接中心性も取り上げているが、近接中心性は有向グラフの場合、強連結27
の場合のみ適用可能である（鈴木、2017）。本研究の分析対象となるネットワークは入次
数または出自数が 0 となる市町村が含まれているため、近接中心性は採用していない。 
次に、本章第 2節では訪日外国人旅行者の市町村間移動の規則性、また移動ルートにお
                                                     
27 有向グラフにおいて、グラフに含まれるどの頂点同士でも必ず相互に到達可能であるとき、そのグラ
フは強連結である（鈴木、2017）。 
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ける市町村のロール関係を明らかにするために、社会ネットワーク分析の直接結合、構造



































標については、平均有効規模が 6.44、効率性が 0.64、拘束度が 0.67 である。 






















                                                     
28 本論文では、媒介中心性を UCINET6 により算出される標準化された媒介中心性を分析の指標に採用
している。標準化された媒介中心性を用いることにより、他のネットワークとの比較が可能になるためで
ある。 
第 4章 市町村間移動のネットワーク構造 
75 
表 6 全移動ネットワークの市町村特性 
市町村 次数中心性 媒介中心性 有効規模 効率性 拘束度 
東京 23 区 454 49.55  262.53  0.97  0.02  
京都市 252 14.51  161.50  0.95  0.05  
大阪市 225 15.59  143.19  0.95  0.05  
名古屋市 114 5.77  75.12  0.91  0.06  
横浜市 110 2.68  68.39  0.87  0.07  
成田市 95 3.76  65.54  0.90  0.08  
箱根町 88 1.78  56.73  0.83  0.08  
広島市 86 3.23  57.35  0.87  0.09  
富士河口湖町 78 1.45  46.44  0.83  0.09  
浦安市 69 1.37  41.32  0.83  0.11  
奈良市 68 2.46  43.74  0.86  0.12  
神戸市 68 1.67  42.56  0.83  0.11  
高山市 58 2.29  34.87  0.83  0.12  
川崎市 58 0.68  32.85  0.78  0.12  
御殿場市 54 0.89  30.25  0.78  0.13  
福岡市 48 4.28  29.25  0.86  0.11  
金沢市 48 2.70  31.83  0.84  0.11  
さいたま市 45 0.86  29.79  0.85  0.16  
岡山市 43 1.24  22.80  0.76  0.16  
廿日市市 42 1.23  25.52  0.75  0.15  
松本市 41 1.51  27.84  0.82  0.13  
千葉市 39 0.84  18.19  0.73  0.17  
鎌倉市 39 0.19  18.06  0.67  0.16  
日光市 38 1.00  24.70  0.82  0.18  
小田原市 38 0.57  21.71  0.72  0.16  
富士吉田市 38 0.36  19.40  0.69  0.16  
八王子市 38 0.27  21.67  0.77  0.16  
泉佐野市 37 0.77  21.66  0.77  0.18  
相模原市 37 0.12  15.70  0.65  0.18  
札幌市 36 3.75  20.43  0.85  0.15  
仙台市 35 1.13  21.41  0.86  0.16  
静岡市 33 0.75  19.53  0.72  0.18  
姫路市 33 0.58  14.23  0.62  0.19  
軽井沢町 31 0.79  18.13  0.76  0.17  
別府市 30 1.91  19.08  0.83  0.16  
富山市 30 0.73  17.50  0.73  0.18  
武蔵野市 30 0.44  16.67  0.73  0.19  
藤沢市 30 0.23  14.85  0.68  0.20  
長崎市 29 2.06  19.55  0.85  0.18  
長野市 29 1.18  17.21  0.82  0.18  
熱海市 29 0.08  12.41  0.59  0.21  
那覇市 28 1.92  14.70  0.77  0.19  
船橋市 28 0.54  13.54  0.68  0.19  
立川市 28 0.29  13.88  0.73  0.22  
熊本市 27 2.43  15.69  0.83  0.19  
町田市 27 0.03  10.06  0.56  0.23  
大津市 26 0.33  13.50  0.68  0.23  
浜松市 26 0.12  12.29  0.61  0.23  
海老名市 26 0.04  8.31  0.52  0.25  
倉敷市 25 0.15  11.06  0.61  0.25  
市川市 25 0.05  12.68  0.67  0.23  













ットワークでは、該当市町村数は 349 であり、1 市町村当たりの平均次数は 8.14、平均媒
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表 7 宿泊地移動ネットワークの市町村特性 
市町村 次数中心性 媒介中心性 有効規模 効率性 拘束度 
東京 23 区 321  50.71  202.44  0.98  0.03  
京都市 156  14.61  109.65  0.95  0.07  
大阪市 144  13.79  101.09  0.95  0.07  
横浜市 68  3.26  42.61  0.87  0.12  
名古屋市 58  5.11  39.22  0.89  0.11  
成田市 56  2.89  32.88  0.84  0.12  
広島市 48  2.98  33.17  0.83  0.13  
神戸市 48  2.55  31.50  0.83  0.13  
箱根町 48  1.40  28.09  0.78  0.15  
高山市 44  3.28  28.18  0.83  0.14  
富士河口湖町 43  1.98  26.70  0.79  0.15  
浦安市 39  1.56  22.04  0.79  0.16  
廿日市市 34  1.19  19.71  0.76  0.19  
福岡市 33  3.41  17.35  0.83  0.17  
金沢市 32  1.70  19.59  0.75  0.16  
川崎市 30  0.43  15.23  0.69  0.20  
奈良市 28  1.57  14.70  0.70  0.20  
札幌市 26  3.30  18.98  0.86  0.15  
千葉市 25  0.24  11.76  0.65  0.24  
別府市 20  1.50  11.55  0.77  0.20  
松本市 20  0.74  11.95  0.75  0.27  
大津市 19  0.23  9.87  0.62  0.28  
小田原市 19  0.17  10.82  0.68  0.29  
日光市 18  0.98  11.39  0.76  0.27  
姫路市 18  0.58  7.56  0.58  0.33  
熱海市 18  0.05  6.72  0.52  0.31  
長崎市 17  0.70  9.00  0.64  0.29  
倉敷市 17  0.40  8.24  0.69  0.30  
仙台市 16  0.98  12.00  0.86  0.31  
御殿場市 16  0.92  7.06  0.59  0.30  
富山市 16  0.69  8.66  0.67  0.28  
泉佐野市 16  0.62  6.84  0.62  0.35  
熊本市 15  1.02  7.70  0.70  0.30  
鎌倉市 15  0.23  6.07  0.61  0.39  
日野市 15  0.11  7.57  0.69  0.37  
函館市 14  0.95  8.71  0.79  0.30  
小山町 14  0.61  8.04  0.62  0.28  
藤沢市 14  0.55  7.04  0.70  0.37  
高槻市 14  0.29  4.82  0.44  0.37  
松戸市 14  0.29  5.93  0.66  0.40  
相模原市 14  0.09  5.79  0.64  0.44  
岡山市 14  0.08  5.71  0.57  0.39  
尼崎市 13  0.60  6.58  0.60  0.33  
さいたま市 13  0.05  5.96  0.66  0.46  
鹿児島市 12  0.94  9.38  0.85  0.23  
浜松市 12  0.04  3.79  0.38  0.39  
船橋市 12  0.03  5.50  0.69  0.48  
軽井沢町 11  0.53  6.27  0.70  0.43  
つくば市 11  0.42  4.96  0.62  0.45  
習志野市 11  0.42  4.91  0.55  0.42  
長野市 11  0.36  6.36  0.64  0.37  
町田市 11  0.26  5.73  0.72  0.46  
明石市 11  0.11  5.32  0.53  0.38  
三鷹市 11  0.05  4.96  0.62  0.48  
柏市 11  0.02  3.91  0.49  0.47  
高野町 11  0.00  3.05  0.38  0.48  
注：合計次数の上位 50 位までを記載している。 
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図 10 全移動の市町村間移動ネットワークにおけるブロック構造 
注：各ブロックに分類された市町村数をブロック名の（）内に記載している。また、各ブロックには移動
流出入量の上位 5 位を、それらの市町村の（）には各市町村の総移動流出入量を記載している。 
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表 8 全移動の市町村間移動ネットワークにおけるブロック間・内の密度 
ブロック A1 A2 A3 A4 A5 A6 A7 A8 A9 A10 A11 A12 A13 A14 A15 A16 
A1 1. 69 5. 31  0. 99 2. 14 0. 52 0.39  1. 65 1. 15 0.15  0.03      0.08  0.05      
A2 5. 31 0.36  0.35  2. 22 0. 60 0.10  0.35  0.04          0.01  0.03      
A3 1. 11 0.38  2. 56 0.12  0.03  1. 09 0.29  0.02    0.20  0.14  0.10  0.08  0.00  0.06  0.13  
A4 1. 95 2. 21  0.15  0. 79 1. 13 0.05  0.02  0.01  0.02        0.01  0.17      
A5 0. 52 0.16  0.08  1. 21 0.17  0.01  0.12  0.10  0.08        0.01        
A6 0.51  0.16  0. 86 0.07  0.02  0.31  0.28  0.04    0.03  0.11  0.06  0.05  0.01  0.18  0.07  
A7 1. 53 0.32  0.33  0.10  0.06  0.14  2. 32 0.16    1. 80 0.25    0.17        
A8 1. 19 0.02  0.02  0.06  0.06  0.02  0.11  0.47  0.22    0.03    0.07        
A9 0.04    0.00  0.02  0.04      0.29  0.15                
A10     0.21      0.03  1. 25     0. 79     0.01        
A11 0.03    0.16    0.03  0.10  0.08  0.09      0.05            
A12     0.06      0.14            0.50          
A13 0.10  0.03  0.05  0.03    0.05  0.03  0.07    0.01  0.03    0.07        
A14   0.03    0.15  0.19                        
A15     0.08      0.10                      
A16     0.13                            




















ぞれ A3 と A7 も中心となる中心―周辺構造を形成しており、それぞれの構造内での往復
移動がされていると考えられる。④では、A8 が A1 とのみ直接結合にあり、A1 の周辺と
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合での紐帯数は 2,133 である。以下では、1 項で記述した①から④の 4 つのブロック構造
ごとにネットワーク構造を考察する。 
図 11 は「①A1・A2・A4・A5」で直接結合が認められたブロック間およびブロック内
の市町村間の移動を示したものである。まず、①では A1 と A2 間の密度が双方向ともに 
 
 
図 11 全移動の市町村間移動ネットワークにおける移動の階層性（その 1） 
注：表 9 のブロック構造①で確認された移動を示している。 
                                                     
29 ブロック間の直接結合による隣接行列をもとに、拘束度を算出すると、A6 は A3 からの拘束度が 1.0
であり、A10、A8 もそれぞれ A7 と A1 からの拘束度が 1.0 である。 
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0.531 で、このネットワーク中最大であり、結合関係がとくに強い。その強い結合関係を
示す A2 は 39地域中 21 が近畿地方、10 が中部地方であり、大阪市や大津市、宇治市、彦
根市などの近畿地方の地域のほかに、下呂市などの中部地方の地域も含まれる。 
A1 と A2 の結合関係において、A1 の中心的な結節地となるのは京都市である。京都市
は全ネットワーク中では出次および入次数ともに 126 であり、東京 23 区に次ぐ中心性を
示しているが、そのうち 29ずつが A2への出次数および入次数であり、京都市との移動に
より A1―A2 間の高い密度は形成されている。その構造は、図 11 をみても分かる通り、
京都市が A2構成市町村とのトランスミッター30とレシーバー31となっている。この点にお




対照的に A2 では大阪市が中心的な結節点となり、A1 との直接結合を形成している。
A2 は京都市のほかに、高山市や富山市、福岡市、熊本市、長崎市、和歌山市、松山市な
ど高山市を除き、各府県の県庁所在地が分類される。A2 構成市町村は A1―A2 で大阪市
と結合状態にあり、さらに、A3 の東京 23区とも結合状態にあるという点でも共通性を持
つ（図 12）。このような特徴を考慮すると、A1 は東京 23 区と大阪市を媒介する市町村と










                                                     
30 本章では図 4 のロール・モデルを参考に、ブロック間およびブロック内の移動において、多数の出次
数を示すノードをトランスミッターと位置づけている。 
31 注 30 と同様に図 4 を参考に、多数の入次数をしめすノードをレシーバーと位置づけている。 
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そして、A1 と A2、A4との直接結合が認められる A5との移動についてみる。A5は 21
地域から構成され、そのうち半数の 11 地域が近畿地方にある。また、中国地方と四国地
方の地域がそれぞれ 4あり、ブロック構成市町村の立地傾向が A2と A4と類似している。 
A4―A5 の直接結合では A4 は神戸市、広島市、岡山市が A5 へそれぞれ 7、5、5 の出
次数、8、7、6 の入次数で上位にある。また、A5 においても、廿日市市と倉敷市が上位の
次数を A4 に対して 5程度示しているが、A4 と A5では構成市町村数に差があるため、A4
の神戸市と広島市、岡山市のほうが A4 に対する中心としての役割を持つと考えられる。
A4 構成市町村の平均媒介中心性は 0.24 であるのに対して、A5 のそれは 0.11 であること
から、A5 は A4に対する周辺としての位置づけになる。 
また、A1―A5 では A1の京都市が A5に対して出次数が 5、入次数が 7 あり、相対的に
トランスミッターとレシーバーとして機能する。対して、A5 は多くても入次数と出次数
が 3 しか認められず、A1―A5の関係では A1が中心、A5 は周辺として位置づけられてし
まう。A2→A5 は大阪市が A5に対して 15の出次数を示す以外は、3 市町からの各 1出次
数のみであり、大阪市がトランスミッターとなるネットワーク構造となる。 
















②について、A3 はクリーク構造を示しており、A1 および A6 との結合よりも高い密度






図 12 全移動の市町村間移動ネットワークにおける移動の階層性（その 2） 











ている。このように A3 のクリーク構造は東京 23区と往復の直接結合のみならず、その下
位ノード間での移動ルートが形成されるという、いわば結束型34（安田、2011）のネット
ワークであり、これは東京 23 区を拠点した東日本周遊ルートとして位置づけられる。 
A3 は A6 とも直接結合にあるが、A6 も 72 市町村のうち、36 市町村が関東地方に、18
市町村が中部地方に立地するという A3 との共通点があり、成田市や箱根町、小田原市、
日光市などが分類される。また、A6 も東京 23区が A6との直接結合の中心となり、72 の
出次数と 36 の入次数を示している。 
一方で、A6 内部にも A3 に対して高い中心性を示す市町村も存在しており、代表例が成
田市と箱根町である。両市町は A6で上位の中心性と構造的空隙指標を示している（表 6）。
また、成田市はネットワーク全体において、合計次数が 95 であるのに対して、A3との次





                                                     
32 横浜市のブロック内における出次数中心性と入次数中心性はそれぞれ 35 と 33、富士河口湖町のそれ
らはそれぞれ 20 と 32、浦安市のそれらはそれぞれ 23 と 20、川崎市のそれらはそれぞれ 20 と 16 であ
る。 








































図 13 全移動の市町村間移動ネットワークにおける移動の階層性（その 3） 














                                                     
35 函館市は A10 と合計 10 の次数を、登別市は合計 11 の次数を示している。 






市など 22 市町村が九州地方に立地する。ブロック構造上 A8は A1 との直接結合に限定さ
れるブロックであるが、市町村間の結合においても A1に強く限定されている。A1の中心
的な結節点となるのは福岡市と熊本市、長崎市であり、それぞれの A1 に対する出次数は
10、7、7、入次数は 15、8、7である。つまり、これら 3 市が九州地方内の上位の結節点
となり、A10 を下位の結節点とするネットワーク構造が現れている。とくに、福岡市は媒




















                                                     
36 福岡市の有効規模は 0.86 であり平均 0.64 よりも高く、拘束度も 0.11 で 14 番目に小さい値である。 
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②は A3 のクリーク構造が高い密度を示していた。ここでは東京 23 区と A3に含まれる
関東・中部地方のみならず、北海道や東北地方にまで及ぶ東日本における広域の市町村と
の直接結合が確認されていることから、東日本と東京 23 区との往復移動に特徴づけられ
る。これは東京 23 区と A6も同様であり、関東中部地方内の成田市や箱根市、小田原市な
どとの往復移動がされる、いわば拠点型の移動パターンとなる。 
























図 14 はネットワーク平均密度 0.031以上の密度を基準として（表 10）、ブロック間およ 
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図 14 宿泊市町村間移動ネットワークにおけるブロック構造 
注：各ブロックに分類された市町村数をブロック名の（）内に記載している。また、各ブロックには移動




最も多くのブロックと結合関係にあるのは S2 であり、これを中心とし S1 や S3、S4、
S5、S6、S9、S10、S11、S12、S13 を周辺とする中心―周辺構造が確認できる。その中
でも、S10、S11 は S2とのみ結合関係にあり、S2 に拘束される。 
S1 と S2、S3、S6 もそれぞれが中心となる中心―周辺構造を形成しており、明確な中心




表 10 宿泊市町村間移動ネットワークにおけるブロック間・内の密度 
ブロック S1 S2 S3 S4 S5 S6 S7 S8 S9 S10 S11 S12 S13 S14 S15 S16 
S1   8. 11 6. 78 1. 07 0. 50 2. 04 0.10 0. 90 0.04 0.07  0.12    0. 33   0.01    
S2 9. 56 1 0 . 9 8 2. 20 1. 06 3. 40 0. 31 0.25 0.11  0. 47 1. 17 0. 54 0. 58 0. 42 0.17 0.10    
S3 4. 93 3. 00 0. 68 0.22 0.27  0. 49 0.17 0.03  0.07  0.04  0.25  0.04  0.07  0.10  0.03  0.16  
S4 0.26  1. 53 0. 35 0.07 0.19  0.04  0.03  0.04  0.07    0.16    0.14  0.06  0.06    
S5 1. 67 1. 25 0.26  0.23  0.15  0.03  0.07  0.03  0.16  0.08  0.20    0.21  0. 75     
S6 3. 20 0. 31 0. 36 0.09 0.06  0. 31 0.04 0.04      0.02      0.03  0.01  0.16  
S7 1. 12 0.07 0.07  0.07    0.02  0.03  0.01    0.03        0.06  0.01    
S8 0.06  0.19  0.05  0.04  0.08  0.08  0.01  0.01  0.02  0.03  0.02  0.06      0.02  0.09  
S9 0.04  1. 15 0.03  0.03  0.26  0.02    0.02    0.06  0.00        0.01    
S10   0. 42 0.07    0.17            0.06        0.04    
S11 0.08  0. 98 0.10  0.03  0.05  0.02  0.03  0.04  0.04            0.01    
S12   0. 75 0.03    0.08    0.03        0.06    0. 50       
S13   0. 42 0.07    0.21        0. 31     0.25  0. 83   0.21    
S14   0.08  0.10  0.06  0. 67 0.07 0.03    0.06  0.10        0.11  0.04  0.07  
S15 0.01  0.10  0.05  0.07    0.01  0.02        0.01  0.02  0.16  0.02  0.01  0.01  
S16     0.15  0.04  0.06  0.13  0.02  0.04  0.00            0.01  0.05  




S5 は構造上 S2の周辺のみならず、S5 自体が中心となり S1、S2、S14を周辺とする構
造も同時に形成している。また、S1 は複数の階統構造の中継地としても位置付けられる。
まず、S7→S1→S8 の階統構造がある。また、S1 はそこから S13 へ、さらに S13 から S9
へと階統構造が形成される。最後に S1→S4→S3 という階統構造も存在し。その階統構造




② S5 が中心となり S2、S1、S14 が周辺となる構造 
③ 「S2、S4、S9、S10、S11」から構成される S2 が中心となる中心―周辺構造 
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図 14 で直接結合が認められたブロック間およびブロック内の市町村間の紐帯数は 993
であった。本項でも各ブロック間およびブロック内の直接結合から、移動ネットワークを
考察する。 
まず、①ついて、S1 は 15 の市と町から構成され、東京 23 区と倉敷市が平均以上の移
動送出入量を示している。S1―S2間の移動は、密度が S2 のブロック内密度に次ぐ高さで
あり、宿泊地間のネットワークにおいて重要な移動ルートであると考えられる。その直接
結合では、まず東京 23区が S2へ 10 の出次数、12 の入次数を示し、移動送出入地となり、
大阪市や広島市、神戸市などの都市へ移動ルートを形成している（図 15）。 









S2 は S1 との直接結合関係においては、東京 23 区を宿泊拠点とするネットワークの周
辺宿泊地となる市町村群であるが、ネットワーク上は東京 23 区との往復移動に限定され
るものではなく、クリーク構造を示している。S2 のブロック内の密度はネットワーク中最
大であり、S2 は東京 23 区との関係よりも、ブロック内の市町村とのつながりが強いと考 
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図 15 宿泊市町村間移動ネットワークにおける移動の階層性（その 1） 




S1 および S2 と直接結合関係にある S3 は 67 もの市町村から構成され、そのうち 40 が
関東地方、14 が中部地方の市町村である。ただし、横浜市や箱根町、富士河口湖町、浦安
市、川崎市、高山市、日光市のほかに、京都市や札幌市、函館市、熊本市など広い範囲の
市町村が分類されている。S3 が最も高い密度を示すのは S1 との直接結合であり、そこで
も中心となるのは S1の東京 23区であり、S3との出次数が 67、入次数が 66を記録する。 
一方、S3 は S1 に対して高い中心性を示す市町村は京都市以外に存在せず、東京 23 区




S3 は京都市が含まれる点などを除いて A3 の市町村構成と類似している。しかし、S3
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構成市町村が関わるネットワークは A3 とは異なり、ブロック内の密度が小さいため、S1




S3 は S1 についで、S2 とのブロック間の密度が高い。ここでも S3 は S2 に対して従属





るだろう。第 3 章第 4 節 1 項で分析したように、京都市は東京 23 区と大阪市と比較して




S6 は 30 地域中 20地域が関東地方、10地域が中部地方であり、成田市や鎌倉市、小田
原市などがある。S6 はクリーク構造を示すとともに、S1 と S2、S3 との直接結合が認め
られるが、S1との密度が最も高い。S1とのブロック間の移動は、すべて東京 23 区との直
接結合によって表されてしまっており、S6は東京 23区依存型の市町村という性質が強い。 















図 16 宿泊市町村間移動ネットワークにおける移動の階層性（その 2） 
注：表 11 のブロック構造②で確認された移動を示している。 
 
S5―S1 では S2→S5 よりも密度が小さいものの直接結合にあり、この直接結合は東京





S5 の周辺となる S14 は、10地域のうち 4 地域が九州地方にある37。S5―S14との移動
では、S5 の福岡市のみが S14 と直接結合にあり、福岡市がトランスミッターとレシーバ
ーなり、九州地方での拠点型の移動ネットワークを形成する。表 7 では福岡市の媒介中心
                                                     
37 佐世保市、吉野ヶ里町、大野城市、由布市である。 
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性の高さと構造的空隙を利用する存在としての福岡市が現れていた。S14 は S5 のみとの
直接結合にあり、しかもそれを福岡市が媒介する関係となっている。このような関係が福
岡市の媒介中心性と構造的空隙指標の高さにつながったと考えられる。 
③の中心―周辺構造内の移動について確認する。S2 の周辺の S4 は 18 市町村から構成
され、そのうち 7 市町村が中部地方、6 市町村が近畿地方であり、金沢市や下呂市、姫路





図 17 宿泊市町村間移動ネットワークにおける移動の階層性（その 3） 
注：表 11 のブロック構造③で確認された移動を示している。 
 
S2 に対する周辺として機能する S9 と S10、S11について、S9 は茨木市や東大阪市、岸
和田市、田尻町など近畿地方の地域が多く分類され、S10 も豊岡市や枚方市など近畿地方
内の市町村が半数含まれる。また、S11 も 17 市町村中 11 が近畿地方であり、これら S2
の周辺として位置づけられたブロックは近畿地方に集中する。ブロック間の移動をみても、
 96 
S2―S9 は大阪移動結節点となり、S2―S10と S2―S11 も同様に大阪市の移動結節点とし
ての強さが目立つ。S9 と S10、S11 それぞれの平均出次数と平均入次数をみても、多くが
2 を下回っており、大阪市以外の市町村とは紐帯が存在しない市町村が分類されたと考え



















S2―S12 は S2 の名古屋市が S12 へ 6 と 7 の出次・入次数を示している以外に S2 は移
動ルートを形成しておらず（図 18）、名古屋市が S12 構成市町村に対してトランスミッタ




                                                     
38 観光庁（2015e）によると、2015 年 4 月における名古屋市の外国人延べ宿泊者数は 84,227 人と、東京
23 区、大阪市、京都市、成田市、福岡市、札幌市に次ぐ高さである。 
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図 18 宿泊市町村間移動ネットワークにおける移動の階層性（その 4） 













まず、⑤について、S7 と S8 はそれぞれ 34地域と 31地域から構成され、ともに関東地
                                                     
39 鹿児島市は S2 に対して 2 の出次数と 1 の入次数がある。 
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方と中部地方の地域で半数以上を占めるという共通点がある。S7→S1 は東京 23 区が 34
の入次数つまり S7 全市町村から移動を受け入れるという特徴を有し、S1→S8 も東京 23
区が全 S8 構成市町村へ紐帯を示している（図 19）。このように、S7 は東京 23 区の前泊
地として、S8は東京 23 区の後泊地としての役割を担っている。S7 構成市町村の平均出次
数は 1.85、S8 構成市町村の平均入次数は 1.71 しか記録されていない。また、両ブロック
とも構成市町村の平均拘束度は 0.98、つまり東京 23区に強く拘束された市町村である。 
前述の③の構造は大阪市が宿泊拠点となる構造を、⑤は東京 23 区が宿泊拠点となる構
造を示している。また、それぞれ周辺のブロックは大阪市と東京 23 区としか直接結合が
認められない傾向にある。対照的に、第 4 章第 2 節 1 項で分析してきた全移動のネットワ
ークでは、東京 23 区と大阪市に依存したブロックは存在しているものの、それらは同時
に他のブロック、あるいは両市と同一ブロックに属する他の市町村との結合関係も認めら




図 19 宿泊市町村間移動ネットワークにおける移動の階層性（その 5） 
注：表 11 のブロック構造⑤および⑥で確認された移動を示している。 
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S7→S1 に続く階統構造である⑦について、S1→S4 もまた東京 23 区からの移動に特徴
づけられ、金沢市や高槻市、恩納村などへの移動がされている（図 20）。S4→S3では金沢
市→京都市・高山市と金沢市が出発地となる移動が確認でき、東京 23 区→金沢市→京都




も新幹線による東京 23 区金沢市間のアクセスの向上が金沢市の拠点性につながったので 
 
 
図 20 宿泊市町村間移動ネットワークにおける移動の階層性（その 6） 


































































                                                     









泊地間の移動が結ばれている。奈良県ではあるが、2015 年 4 月の外国人延宿泊者数は





これら 3 都市は全移動で「平均+1.5 標準偏差以上」の、宿泊地間の移動で「平均+0.5















地間の移動ともに次数が平均+0.5 標準偏差未満であり、大阪市と東京 23 区に依存しやす
い市であると考えられる。 
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東京 23 区は多くの市町村を下位階層に含む多様なネットワークを構成している。そこ













も東京 23 区と行われたと考えられる。 











市との間や日光市と宇都宮市との間に全移動での結合関係があり、東京 23 区との 3 都市
間の強い結束がある。 
                                                     
41 データは 2015 年 4 月のものであるため、4 月前半にはスキー場がオープンしていたと考えられる。 
42 みなかみ町の宿泊率は 100%である。 
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THA4は構造全体からみると THA1と THA2、THA7、THA8 を周辺とする中心―周辺構




と THA2 との密度が THA7と THA8 との関係よりも高く、強い結合関係がこの中心―周 
                                                     
43 本節では分析結果から現れたブロック間およびブロック内の直接結合から判断できる移動の階層性か
ら、ブロック数を 8 とした。 
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図 22 全移動の市町村間移動ネットワークにおけるブロック構造（タイ） 
注：各ブロックに分類された市町村数をブロック名の（）内に記載している。また、各ブロックには移動
流出入量の上位 5 位を、それらの市町村の（）には各市町村の総移動流出入量を記載している。 
 




東京 23 区の影響は大きく THA4→THA1 では東京 23 区が THA1 の全地域と直接結合を
結び、THA4→THA1でも 55 地域へ直接結合にある（図 23）。THA2は川崎市や三鷹市な
ど THA1 と類似した立地傾向を持つ地域も含まれるが、富士河口湖町や御殿場市、名古屋
市、富士吉田市など中部地方の地域が目立つ。立地傾向は異なるものの、THA4―THA2
においても、東京 23 区と THA2 の地域との移動が行われており、THA1 と THA2 は東京
23 区の周辺にあるという共通点がみられる。両ブロックとも東京 23 区からの拘束度が高
く、THA1は平均 0.51 の、THA2 は平均 0.38の拘束をうけている。 
このように、東京 23 区は THA1 と THA2 に対して中心的なノードとなりトランスミッ
ターとレシーバーとして機能しているという共通点がある。両ブロックの差は、まずクリ
ーク構造の有無であり、THA2では富士河口湖町や富士吉田市がそれぞれ 14と 10の次数
を THA2 内部で示しており、THA2内におけるオーディナリー・ポイントとして位置づけ 
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図 23 全移動の市町村間移動ネットワークにおける移動の階層性（タイ） 












                                                     
44 THA2 のオーディナリー・ポイントとして位置づけられる名古屋市や富士河口湖町、富士吉田市は東
京 23区からの拘束度がそれぞれ 0.03、0.07、0.07 であり、THA2 平均よりも小さいことから、東京 23
区に縛られずに THA2 の市町村間を媒介していると判断できる。 








ロック内の密度は 0.066 であり、THA7→THA8 の密度 0.145 と THA8→THA7 の密度
0.183 と比較して小さいことから、構成されるネットワークは大阪市と京都市を中心とす
る拠点型のネットワークの性質が強い。また、そのネットワークは近畿・中国地方内の市
町村から構成される傾向にあり、第 2 節と同様な地域的なまとまりが認められる。 
 タイ出身旅行者による宿泊地間の移動ネットワーク構造は全移動のものよりも複雑なも
のとなり（図 24）、 
① THS1と THS4、THS5 による相互の結合関係 
② THS3を中心、THS1、THS4、THS5 を周辺とする中心化構造 
 
 
図 24 宿泊市町村間移動ネットワークにおけるブロック構造（タイ） 
注：各ブロックに分類された市町村数をブロック名の（）内に記載している。また、各ブロックには移動
流出入量の上位 5 位を、それらの市町村の（）には各市町村の総移動流出入量を記載している。 
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③ 階統構造「THS4→THS6→THS1→THS7」 






まとまりがみられず、THS5 も東京 23 区のほかに福岡市が分類される。 
①についてみると、THS1―THS5 の密度が高く、両ブロック間の関係が強く現れてい
る。両ブロック間の直接結合では、THS5の東京 23区が 25 の入次数と出次数を示し、中




図 25 宿泊市町村間移動ネットワークにおける移動の階層性（タイ） 
注：市町村数は 138、平均以上密度のブロック間およびブロック内の紐帯数は 220 である。 
                                                     
45 対照的に、大阪市は THS5 からの入次数は 3 であり、トランスミッターとしての性質が強い。 
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 THS1―THS4 でも THS1 は大阪市が THS4 すべての市との結合を結ぶ一方で、THS4
では京都市が THS1 に対して 4 の出次数と入次数しか示していない。THS4―THS5 でも
東京 23区が中心的なノードとなる。 
 このように、宿泊地間の移動において、東京 23 区と大阪市が中心的なノードとなるこ
とが確認できる。タイ人旅行者の宿泊地間の移動ネットワークにおいて、京都市はネット
ワーク上の重要性が低くなり、媒介中心性が 5.85 と大阪市よりも低い値となっている。ま












とを意味する。つまり、THS1 と THS4、THS5 の 3ブロックによる構造からみると、THS5
は大阪市と京都市と移動ルートを、THS1 と THS4 はそれに加えて東京 23 区と移動ルー






THS5―THS3 では、東京 23 区が THS3 に対して 5 の出次数と 21の入次数を示してい












 最後に④について、ここでも 1 つのルートを除いて THS5 の東京 23 区からの移動であ
った。つまり THS2 は宿泊地間の移動ルートが東京 23 区に限定されるのみならず、その
後泊地という限定的な役割を有する。 
 次に、アメリカ合衆国出身の旅行者による移動ネットワークの特徴を説明する。アメリ














ある東京 23 区の下位ノード間の周遊ネットワークが確認できる。 
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図 26 全移動の市町村間移動ネットワークにおける移動の階層性（アメリカ） 
注：市町村数は 238、平均以上密度のブロック間およびブロック内の紐帯数は 428 である。 
 
 宿泊地間の移動でも、東京 23 区が USS3 と高い密度を示している（図 27）。また、大
阪市と京都市が同一ブロックUSS3に分類され高い中心性を示している。ここでの特徴は、
全移動で移動拠点となっていた相模原市と座間市の中心性が大きく減少していることであ
る。相模原市は USS4 として、東京 23 区の後泊地としての構造同値性に限定され、座間
市も USS5に分類され、USS3と合計次数 2 しか示さなくなっている。したがって、両市
訪問者は両市を宿泊拠点として、周囲の市町村へ日帰り観光をしていると考えられる。ま






図 27 宿泊市町村間移動ネットワークにおける移動の階層性（アメリカ） 









 中国・韓国出身旅行者による移動ネットワーク構造は CKA3 が CKA4、CKA7、CKA8
に対して中心―周辺構造を示しているという特徴がある（図 28）。そして、その周辺とな
る CKA7と CKA8から他のブロックへ推移または階統構造を形成している。とくに CKA8
は「CKA8→CKA5→CKA3」と「CKA8→CKA6→CKA3」という二つの階統構造を構成
する。CKA8は CKA3との相互の直接結合にあるため、CKA3を起点とする二つの周遊ル 
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図 28 全移動の市町村間移動ネットワークにおけるブロック構造（中国・韓国） 
注：各ブロックに分類された市町村数をブロック名の（）内に記載している。また、各ブロックには移動













ブロックの構造に視点を戻すと、CKA3―CKA4 の直接結合は CKA4→CKA3 で「平均
＋1.5 標準偏差」より高い密度を、CKA3→CKA4で「平均＋0.5 標準偏差」以上の密度を 
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図 29 全移動の市町村間移動ネットワークにおける移動の階層性（中国・韓国） 
注：市町村数は 93、平均以上密度のブロック間およびブロック内の紐帯数は 136 である。 
 
示しており、関係が強い。そこでは CKA4 の京都市が CKA3 に対して 9 の出次数と 6 の
入次数を記録し、CKA3 の市町村間を仲介している（図 29）。CKA3は大阪市が CKA4 に
8 の出次数、9 の入次数を記録し、トランスミッターとレシーバーとなる。また、CKA4
はクリーク構造を示しており、そこでは京都市と神戸市、奈良市が高い次数を示している。 
 このように、CKA3―CKA4および CKA3 のクリーク構造において CKA3―CKA4 の直
接結合の関係が強く、そこでは大阪市が CKA4 の、京都市が CKA3 の所属市町村を仲介
するネットワークを形成している。そして、そのネットワークは近畿地方を中心に形成さ
れるという点で図 21 と類似している。 




れらの地域の共通点は東京 23 区からの紐帯が存在する点にあり、東京 23 区がトランスミ
ッターとなる。 
CKA8 は横浜市や箱根町、浦安市など関東・中部地方という地域傾向があり、CKA3―
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CKA8 も CKA3 のすべての地域が東京 23 区と直接結合にある。したがって、CKA3 の中
心―周辺構造は結合関係のブロックにより移動結節点となる CKA3 の市町村が異なって
おり、CKA7 と CKA8 は東京 23 区が、CKA4 に対しては東京 23 区および大阪市が中心
的なノードとなる。また、次数は大きくないものの、大阪市が CKA8 の箱根町と富士河口
湖町との直接結合を結んでいることも確認され、CKA8 が東京 23 区と大阪市を中継する
キャリアーとなっている。 









の御殿場市への移動が確認できる。CKA6→CKA3 での移動でも御殿場市から東京 23 区へ
の移動があることから、前述した階統構造と同様にこの階統構造でも東京 23区→箱根町・












                                                     
46 全対象者による箱根と小田原市、富士河口湖町の媒介中心性はそれぞれ 1.78、0.57、1.45 である。 
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布市、太宰府市から構成されている。CKA7→CKA2 では福岡市→熊本市・由布市・太宰
府市・岡山市が確認される（図 29）。CKA3 との関連からみると、東京 23 区から CKA7





ことが分かる。また、CKA4の 4 市は福岡市からの拘束度が最大であり、福岡市が 4市を







という 3 つの移動ネットワークから構成されている。 
宿泊地間の移動ネットワークでは、ブロック間の結合関係が多いのは CKS4 であり、
CKS4 と CKS1、CKS5 は相互の結合関係にある（図 30）。また、CKS6 は CKS4 からの
階統構造のみであり、CKS7 も CKS8 からの階統構造のみを示しており、両ブロックはそ
れぞれ CKS4 と CKS8 から派生する移動ルートに限定されると考えられる。 
 相互の結合関係を示し宿泊地間周遊ルートを形成していると考えられるCKS1、CKS4、
CKS5 についてみる。この 3 ブロック間の関係において、「平均＋1.5 標準偏差」より高い
密度を示すのは CKS5→CKS4 である（図 31）。また、CKS4→CKS5と CKS1－CKS4 も
「平均＋0.5 標準偏差」以上の密度を示しており、CKS4 が移動パターンを規定する重要
なブロックとなる。CKS4 は京都市のほかは、富士河口湖町や横浜市、成田市、川崎市が
分類されている。CKS5 は東京 23 区と、神戸市や奈良市、大津市などの近畿地方の地域
が、CKS1 は大阪市と名古屋市、習志野市、静岡市などが分類されており、この 3 ブロッ
クにゴールデンルートを形成する重要都市が含まれている。また、これら 3ブロックはク
リーク構造を示していないことから互いに隣接したブロックとの結合関係が構造同値を規 
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図 30 宿泊市町村間移動ネットワークにおけるブロック構造（中国・韓国） 
注：各ブロックに分類された市町村数をブロック名の（）内に記載している。また、各ブロックには移動




図 31 宿泊市町村間移動ネットワークにおける移動の階層性（中国・韓国） 




 CKS4―CKS5では東京 23 区が CKS5 へ 7 の出次数と入次数、つまりすべての市町村と

























道で完結したネットワークとはなっていない。これは、2015 年 4 月にフィリピンから新
千歳空港への直行便が就航しておらず、羽田空港もしくは成田空港から乗り換えを行った
際に、東京 23区で宿泊または非宿泊の滞在を行ったためであると考えられる。 
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図 32 全移動の市町村間移動ネットワークにおける移動の階層性（フィリピン） 


















図 33 宿泊市町村間移動ネットワークにおける移動の階層性（フィリピン） 






異なり、東京 23 区と京都市がと同一のブロックに属し、東京 23区と高い密度を示す市町
村が近畿地方に偏っている。とはいえ、関東・中部地方の市町村から構成される SEA1は
SEA7との密度が最大であり、東京 23区が媒介地となる拠点型のネットワークを形成して





い密度で直接結合が現れるのみである。この点も図 21 と共通している。 
全移動のネットワークでは北海道の函館市と東北地方の市町村から構成されるブロッ
ク SEA6 が存在し、その SEA6はクリーク構造を示している。そこでは、函館市→青森市・ 
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図 34 全移動の市町村間移動ネットワークにおける移動の階層性（東南アジア） 








シンガポール出身旅行者の全移動のネットワークでは東京 23 区が SIA5 と「平均+1.5
標準偏差以上」の密度を示している（図 36）。また、東京 23 区は SIA7 とも「平均+0.5
標準偏差以上」の密度にあり、東京 23 区を中心とする全国への拠点型の移動が確認でき
る。また、SIA5 から SIA7への直接結合において、箱根町が最大の出次数 5を示し、SIA7
の小田原市や御殿場市、富士河口湖町と移動ルートを形成し、富士箱根観光のオーディナ
リー・ポイントとして機能している。また、SIA5 は SIA8との直接結合にあり、そこでは 
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図 35 宿泊市町村間移動ネットワークにおける移動の階層性（東南アジア） 
注：市町村数は 92、平均以上密度のブロック間およびブロック内の紐帯数は 130 である。 
 
 
図 36 全移動の市町村間移動ネットワークにおける移動の階層性（シンガポール） 
注：市町村数は 119、平均以上密度のブロック間およびブロック内の紐帯数は 183 である。 
 
 











図 37 宿泊市町村間移動ネットワークにおける移動の階層性（シンガポール） 



















図 38 全移動の市町村間移動ネットワークにおけるブロック構造（西欧） 
注：各ブロックに分類された市町村数をブロック名の（）内に記載している。また、各ブロックには移動
流出入量の上位 5 位を、それらの市町村の（）には各市町村の総移動流出入量を記載している。 
 
ブロックの構造上、WEA1とWEA3はWEA7に従属的なブロックとして位置づけられ、
WEA8もWEA4 への結合だけ認められる。そのほかに WEA5 はクリーク構造のみが認め
られており、ブロック内での移動ルートで完結している。 
 まず、高い密度を示す WEA7 と WEA4、WEA2 から構成される結合関係について確認
する。西欧旅行者による全移動のネットワークでは WEA2―WEA4の直接結合の密度が上
位 2 つとなる。WEA2 は京都市や神戸市、名古屋市といった都市に代表されるブロックで




 高い密度を示した WEA2―WEA4 について、WEA2 の京都市のトランスミッターとし
ての役割が際立っており、WEA4 に 17 の出次数を示す（図 39）。また、京都市は入次数
を 6 しか示さなかったが、ほかの地域よりもその値は大きく、レシーバーとしての役割も
有している。対照的に WEA4は京都市のように圧倒的な次数を示す地域は存在しておらず、






図 39 全移動の市町村間移動ネットワークにおける移動の階層性（西欧） 







都市が出次数と入次数をそれぞれ 21 と 19 あり、WEA7 への移動拠点となり WEA7 の地





ている。WEA4→WEA7 では大阪市が 16 の出次数を示すとともに、東京 23区が 17 の入
次数がある。一方で WEA7→WEA4 では WEA7 に高い出次数を示す地域は存在せず、
WEA4の広島市が 12の入次数を示すのみである。この傾向から、大阪市は WEA7 に対し














はかかわらず、東京 23 区が媒介されるのが WEA1 と WEA3 である。WEA1 は横浜市や
                                                     
47 観光庁（2015a）では、西欧諸国のうち、イギリス、ドイツ、フランス、イタリア、スペインが具体的
な国として挙げられている。 
48 「日本の歴史・伝統文化体験」の選択率は、イギリス 38.2%、ドイツ 31.0%、フランス 34.6%、イタ
リア 40.7%、スペイン 47.8%であった。 
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鎌倉市のほかに箱根町や富士河口湖町など東京 23 区周辺の地域から構成され、WEA7―
WEA1 では双方向とも東京 23 区との移動に限定される傾向にあり、WEA1 は東京 23 区
との移動ルートに限定されるという類似性を有する市町村群である。また、WEA1 はクリ
ーク構造を示し、鎌倉市や横浜市、箱根町、小田原市、町田市、藤沢市など、東京周辺地











図 40 宿泊市町村間移動ネットワークにおけるブロック構造（西欧） 
注：各ブロックに分類された市町村数をブロック名の（）内に記載している。また、各ブロックには移動
流出入量の上位 5 位を、それらの市町村の（）には各市町村の総移動流出入量を記載している。 
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WES1 へ行くものと、WES7へ行くものの二つ形成されている可能性がある。 
 WES4 は上記のブロックの直接結合の中心移動軸を形成する以外に、WES6 と WES8
との中心―周辺構造を形成しており、WES6 とWES8との往復移動関係を形成している。
ただし、WES8 に関しては WES1 からの推移も認められるという関係にある。WES2 は
WES7 からの推移があるだけであり、WES7 に対して従属的な立場にあると考えられる。 
 重要な移動軸を形成すると考えられる WES4 は大阪市と広島市、廿日市市、高山市、松
戸市が移動量の上位に、WES7 は東京 23 区のほかに移動量は小さいが倉敷市や宇治市が






図 41 宿泊市町村間移動ネットワークにおける移動の階層性（西欧） 
注：市町村数は 149、平均以上密度のブロック間およびブロック内の紐帯数は 267 である。 
                                                     
49 WES7 に対する広島市の合計次数は 6、廿日市市のそれは 7 であるのに対して、大阪市は 2 である。 
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継地50として位置づけられる。 
 両ブロックとの相互結合にある WES1 は京都市のほかに箱根町や横浜市などから構成
されている。WES4―WES1 は双方向の直接結合ともに京都市が高い次数を示しており、
WES4 は京都市との結合に限定されるという点で構造同値となる。また、WES7―WES1
は東京 23 区が移動結節点となり WES1との移動ルートを形成する関係にある。 
 WES8 は奈良市や高野町、姫路市など近畿地方を中心に立地し、WES4 と WES1 の周
辺として位置づけられる。WES4―WES8 は大阪市、広島市、および廿日市市との宿泊地
間の往復移動が特徴である。WES1→WES8は京都市からの移動のみが存在しており、京
都市に依存する。このように WES8 は構造上 WES4 と WES8 の周辺となるだけでなく、
移動ルート上も大阪市と広島市、廿日市市、京都市に依存するという従属的なブロックで
ある。 
 オーストラリア出身旅行者の全移動のネットワークも東京 23 区と大阪市、京都市が高










AUS3で AUS2 の広島市が AUS2 で最も多様な移動ルートを形成しており、近畿・中国地









図 42 全移動の市町村間移動ネットワークにおける移動の階層性（オーストラリア） 
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図 43 宿泊市町村間移動ネットワークにおける移動の階層性（オーストラリア） 
注：市町村数は 83、平均以上密度のブロック間およびブロック内の紐帯数は 129 である。 
 
 カナダ出身旅行者の全移動のネットワークにおいても、中心となるのは東京 23 区と京
都市、大阪市である。広島市は京都市と大阪市との高い密度が確認でき、ゴールデンルー
トとの関連が指摘できる（図 44）。 
 広島市の分類される CAA6は CAA1を周辺にするブロック構造をとっており、広島市が













図 44 全移動の市町村間移動ネットワークにおける移動の階層性（カナダ） 
注：市町村数は 83、平均以上密度のブロック間およびブロック内の紐帯数は 118 である。 
 
 
図 45 宿泊市町村間移動ネットワークにおける移動の階層性（カナダ） 
注：市町村数は 42、平均以上密度のブロック間およびブロック内の紐帯数は 48 である。 
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（4）地方独立型 




 台湾出身旅行者による全移動のネットワークのブロック構造はまず、TPA1 から TPA4
までで構成される構造と、TPA7 と TPA8 の構造に分けられる。TPA1 から TPA4 までで
構成される構造内では、TPA1 が中心となる中心化構造と TPA2 が中心となる中心―周辺




図 46 全移動の市町村間ネットワークにおけるブロック構造（台湾） 
注：各ブロックに分類された市町村数をブロック名の（）内に記載している。また、各ブロックには移動







 TPA1から TPA4までで構成される構造のうち、TPA2→TPA1で「平均＋1.5 標準偏差」
より高い密度を、TPA1→TPA2 と TPA3→TPA2 で「平均＋0.5 標準偏差」以上の密度を
示し、TPA2がネットワークの中心となる（図 47）。TPA2は東京 23区が圧倒的な移動量
を示しており、他ブロックとのネットワーク構造に大きな影響を与え、TPA1―TPA2では
東京 23 区が 42 の出次数と 30 の入次数を示す。対して、TPA1 を構成する市町村は最大






図 47 全移動の市町村間移動ネットワークにおける移動の階層性（台湾） 
注：市町村数は 199、平均以上密度のブロック間およびブロック内の紐帯数は 342 である。 
 
武蔵野市や川崎市、千葉市など TPA1 と同様に東京周辺地域から構成される TPA2 と
TPA3 の間の移動においても東京 23 区が移動の結節点となる傾向はあり、東京 23 区が
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TPA3に 34の入次数を示し、東京 23 区は TPA3 に対してはレシーバーとしての性質が強
く現れている。 














 このように TPA1から TPA4までで構成されるブロック構造と TPA7と TPA8の構造の




動のみが確認される（図 47）。まず、北海道では登別市と函館市が出次数 5 を、札幌市と
壮瞥町が出次数 4 を示し、入次数では札幌市が 7、函館市と壮瞥町が 3 を示している。函
館市の札幌市に次ぐ次数の高さは、函館市に立地する函館空港では台湾との国際便が就航
していることで、函館市がゲートウェイとして機能したためであると考えられる。 











図 48 宿泊市町村間移動ネットワークにおけるブロック構造（台湾） 
注：各ブロックに分類された市町村数をブロック名の（）内に記載している。また、各ブロックには移動
流出入量の上位 5 位を、それらの市町村の（）には各市町村の総移動流出入量を記載している。 
 
 TPS3 はブロック間とブロック内の高い密度を示す移動と関わり、TPS3→TPS1 が「平
均＋1.5標準偏差」より高い密度、TPS1→TPS3 と TPS3→TPS2 が「平均＋0.5 標準偏差」
以上の密度を示している。TPS3 はわずか 5 地域から構成され、東京 23 区が移動結節点と
なる。TPS3 の中心―周辺構造において周辺として位置づけられ、TPS3 と高いブロック
間の直接結合を示す TPS1 は箱根町や軽井沢町、浦安市、横浜市などから構成されている。
TPS3―TPS1 では東京 23区が出次数と入次数いずれも 14 を示し、東京 23区がトランス
ミッターとレシーバーとなる（図 49）。 
 TPS3 からの推移のみが認められる TPS2 は千葉市や日光市、金沢市、名古屋市など、
関東・中部地方の地域から構成されている点で TPS4 と類似している。TPS3→TPS2 では
TPS1と同様に東京 23 区がトランスミッターとなったネットワークに特徴づけられる。こ
のように、台湾出身旅行者による宿泊地間の移動でも、東京 23区が関東・中部地方の市 
第 4章 市町村間移動のネットワーク構造 
141 
 
図 49 宿泊市町村間移動ネットワークにおける移動の階層性（台湾） 
注：市町村数は 96、平均以上密度のブロック間およびブロック内の紐帯数は 111 である。 
 
町村との高い密度を示している。 








 全移動のネットワークとは異なり、宿泊地間の移動では TPS3→TPS8 の直接結合によ
り、東京 23 区と大阪市が結びつく。ただし、TPS3→TPS8 は東京 23区→大阪市のみしか
確認されない51。したがって、大阪市を除く TPS8 と TPS7 の構成市町村は大阪市と東京
23区を経由しなければ、関東・中部地方の市から構成される傾向のある TPS1 から TPS4
                                                     


























一つ目は HKA2 であり、HKA1、HKA4、HKA7 を周辺とする中心―周辺構造および、
HKA3とHKA8を周辺とする中心化構造を形成している。とくにHKA1とHKA4はHKA2
との相互の結合のみであり、HKA2が移動ルートを限定している存在となる。また、HKA3
も HKA2への結合のみであるため、HKA2 の前に訪問する地域という役割のみがある。 
 もう一つの中心となるブロックは HKA7 であり、HKA2 と HKA6、HKA8 を周辺とす
る中心―周辺構造が形成される。これらの構造に共通して周辺として位置づけられるのは
HKA8 であり、HKA2と HKA7 を媒介する役割も担っている。 
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図 50 全移動の市町村間移動ネットワークにおけるブロック構造（香港） 
注：各ブロックに分類された市町村数をブロック名の（）内に記載している。また、各ブロックには移動
流出入量の上位 5 位を、それらの市町村の（）には各市町村の総移動流出入量を記載している。 
 
「平均＋1.5標準偏差」より高いブロック間の密度を示すのは HKA2→HKA1と、HKA2







HKA2→HKA7 では東京 23 区→大阪市のみ、HKA7→HKA2 も大阪市・名古屋市→東京
23区のみと、東京 23 区と大阪市間の移動が強調される。 
また、HKA2 はブロックの中心化構造において、「平均以上平均＋0.5 標準偏差」」未満
の密度ではあるが、HKA8との直接結合が認められる。HKA8は京都市のほかに奈良市や
泉佐野市といった近畿地方の地域が含まれているが、HKA8→HKA2 でも京都市→東京 23 
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図 51 全移動の市町村間移動ネットワークにおける移動の階層性（香港） 

























宿泊地間の移動では HKS1と HKS2 の独立したクリーク構造が確認できる（図 52）。ま
た、HKS5 と HKS7 はそれぞれ他のブロックとの直接結合の数が 6であるとともに、それ
ぞれが中心となる構造において互いに中心と周辺の関係にあり、両ブロックが最上位の階
層を構成している。ただし、両ブロックが中心となるブロック構造には違いがみられ、
HKS5 は HKS6、HKS7、HKS8 を周辺とする中心―周辺構造をとり、他ブロックとの関




図 52 宿泊市町村間移動ネットワークにおけるブロック構造（香港） 
注：各ブロックに分類された市町村数をブロック名の（）内に記載している。また、各ブロックには移動




れる HKS5である。HKS5 は東京 23 区と武蔵野市、愛荘町の 3市町村から構成されるが
移動量からみても東京 23 区がその中心となっていることが分かる。HKS5 は大阪市のほ
かに名古屋市や富士河口湖町が分類される HKS7 からの直接結合の密度が高い。HKS5→






図 53 宿泊市町村間移動ネットワークにおける移動の階層性（香港） 
















第 5節 市町村ネットワークと国・地域の関係 
第 4 節では、国・地域別のネットワーク構造を 5 つの類型に分類し、それぞれの類型に
ついて説明した。各類型とネットワークの関係について、 
① 地方独立型を除くすべての類型で東京 23 区―大阪市、東京 23 区―京都市が宿泊地 
間の移動として高い密度で現れる。 














①について、第 4章第 3 節の図 21 では、ゴールデンルートの東京 23区―大阪市、東京
23区―京都市が宿泊地間の移動として現れている。このようなゴールデンルートが宿泊地
間の移動で高い密度を示す傾向は、地方独立型を除く類型で確認でき、ネットワークの視





①と②については国際便の運航状況から説明が可能である。2015年 4月 24日から 4月
30日までの間の各空港への到着便を出発国・地域ごとに集計すると、本研究が対象とする
すべての国・地域で関西国際空港、羽田空港、成田空港のいずれかに集中している。この
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表 12 本研究における国・地域別の日本滞在傾向 
国・地域 




全体 5.6 3.7 2.0 
香港 4.3 3.4 1.7 
台湾 4.4 3.3 1.6 
中国・韓国 4.6 3.5 1.9 
タイ 4.8 4.0 1.9 
シンガポール 5.1 3.3 1.8 
東南アジア 5.6 3.7 2.0 
フィリピン 5.6 3.4 1.7 
カナダ 5.9 3.6 2.1 
オーストラリア 6.0 3.9 2.3 
アメリカ合衆国 6.2 3.7 2.0 
西欧 6.5 4.0 2.5 




















































                                                     
52 「日本の歴史・伝統文化体験」の選択率は、イギリス 38.2%、ドイツ 31.0%、フランス 34.6%、イタ
リア 40.7%、スペイン 47.8%であった。 








また、香港における short haul traveler と long haul traveler の行動の比較をした Lew 
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図 55は図 21のネットワーク構造と第 4章第 4節で分析し類型別のネットワークの関係
を示したものである53。旅行者は成田空港、羽田空港、関西国際空港、中部国際空港、福 
                                                     
53 図 55に記載するネットワークは基本的に図 21に依拠しているが、北海道と九州地方のネットワーク、




図 55 市町村間移動ネットワーク 
注：市町村名の後に「など」がついているものは、その市町村と同じ役割の市町村がほかにも存在することを示し、詳細は文中で説明する。 
































































































































































































































年 5 月 28 日） 
ウオウター，D.・アンドレイ，M.・ヴラディミール，B.著，安田 雪訳 2009．『Pajek を
活用した社会ネットワーク分析』東京電機大学出版社．Wouter, N., Andrej, M. and 
Vladimir, B. 2005: Exploratory social network analysis with Pajek. Cambridge, 
Cambridge University Press. 
金光 淳 2003．『社会ネットワーク分析の基礎―社会的関係資本論にむけて―』勁草書房． 
観 光 庁  2015a ． 訪 日 外 国 人 の 消 費 動 向 ― 平 成 27 年 4-6 月 期 報 告 書 ．
http://www.mlit.go.jp/common/001098936.pdf（最終閲覧日 2018 年 7 月 8日日） 
観 光 庁  2015b ． 訪 日 外 国 人 の 消 費 動 向 ― 平 成 27 年 1-3 月 期 報 告 書 ．
http://www.mlit.go.jp/common/001098936.pdf（最終閲覧日 2018 年 7 月 8日） 
観 光 庁  2015c ． 訪 日 外 国 人 の 消 費 動 向 ― 平 成 27 年 7-9 月 期 報 告 書 ．
http://www.mlit.go.jp/common/001098936.pdf（最終閲覧日 2018 年 7 月 8日） 
観光庁  2015d ．訪日外国人の消費動向―平成 27 年 10-12 月期報告書．
http://www.mlit.go.jp/common/001098936.pdf（最終閲覧日 2018 年 7 月 8日） 
観 光 庁  2015e ． 宿 泊 旅 行 統 計 調 査 （ 平 成 27 年 4 月 分 ）．
http://www.mlit.go.jp/common/001139420.pdf（最終閲覧日 2018 年 7 月 8日） 
観光庁 2016．平成 27 年度 CIT を活用した訪日外国人観光動態調査事業実施報告書．
http://www.mlit.go.jp/common/001158957.pdf（最終閲覧日 2018 月 7 月 8日） 
観 光 庁  2017 ． 訪 日 外 国 人 の 消 費 動 向 調 査 ― 平 成 28 年 年 次 報 告 書 ．
http://www.mlit.go.jp/common/001179486.pdf（最終閲覧日 2018 年 7 月 8日） 
北田晃司  2000．都市間旅客流動からみた韓国都市システムの空間構造．地学雑誌 
 168 
109(1)：106-119． 
金 玉実 2009．日本における中国人旅行者行動の空間的特徴．地理学評論 82(4)：332-345． 
熊倉広志 2007．構造同値と直接結合に注目した音楽市場の構造分析．専修大学商学部研
究所報 38(4)：1-22． 











鈴木 努 2017．『ネットワーク分析』共立出版株式会社． 
鈴木 勝 2015．『観光立国ニッポンの新戦略 海外マーケットを探れ！』NC コミュニケ
ーションズ． 
須山 聡 2005．長距離バス交通からみた韓国の都市群システム．駒澤地理 41：1-24． 
千 相哲 1999．東アジアにおける国際観光と隣国間の観光流動．商経論叢 40(3)：297-316． 
高橋正也・比屋根哲・林 雅秀 2009．社会ネットワーク分析による農山村集落の今後を
担うリーダーの構造―岩手県西和賀町 S集落の事例―．林業経済研究 55(2)：33-43． 
武田至弘 2012．ネットワーク分析による関西地域を中心とした電池産業の構造の考察．
産業学会研究年報 27：125-138． 




杜 国慶 2010．都市観光に関する諸問題．立教大学観光学部紀要 12：49-57． 
杜 国慶 2017．APP データに見るインバウンド訪問者の空間構造．立教大学観光学部紀
要 19：14-22． 
杜 国慶 2018．ビッグデータに見る訪日旅行者の移動ネットワーク．立教観光学部紀要 
20：27-39． 
杜 国慶・劉 慧 2006．東京を訪れる中国人観光者訪問先の空間分析．日本観光研究学
会全国大会学術論文集 21：53-56． 
杜 国慶・澁谷和樹・野津直樹 2016a．APP データに見る訪日外国人旅行者の移動ネッ
トワーク．日本地理学会発表要旨集 90：94． 
杜 国慶・澁谷和樹・野津直樹 2016b．APP データに基づく外国人訪問者の空間構造．
















バート，R.著，安田 雪訳 2006．『競争の社会的構造―構造的空隙の理論―』新曜社． Burt, 
R. 1992. Structural Holes: The Social Structure of Competition. Cambridge, 





態．第 39 回土木計画学研究・講演集（CD-ROM）． 
古屋秀樹・劉 瑜娟 2016．潜在クラス分析を用いた訪日外国人旅行者の訪問パターン分
析．土木学会論文集 D3（土木計画学） 72(5)：I571-I583． 
マイヤー，S. V.・クキエ，K. 2013．『ビッグデータの正体』講談社．Mayer, S. V. and Cukier, 
K. 2013. Big Data: A Revolution That will Transform how We Live, Work, and 








安田 雪 1994．社会ネットワーク分析：その理論的背景と尺度．行動計量学 21(2)：32-39． 
安田 雪 2001．『実践ネットワーク分析―関係を解く理論と技法―』新曜社． 
安田 雪 2011．『パーソナルネットワーク―人のつながりがもたらすもの―』新曜社． 






第 29 回日本観光研究学会全国大会学術論文集 29：249-252． 
ロー，C.著，内藤嘉昭訳 1997．『アーバン・ツーリズム』近代文芸社．Law, C. 1994. Urban 
tourism: attracting visitors to large cities. London, Mansell. 
Casanueva, C., Gallego, A. and Garcia-Sanchez, M. R. 2016. Social Network Analysis 
in Tourism. Current Issues in Tourism 19(12): 1190-1209. 
Dietvorst, A. G. J. 1995. Tourist Behaviour and the Importance of Time-Space Analysis. 
In Tourism and Spatial Transformations, ed. Ashworsh, G. J. and Dietvorst, A. 
G. J, 163-181. Wallingford, CAB International. 
Forer, P. C. and Pearce, D. G. 1984. Spatial Patterns of Package Tourism in New 
Zealand. New Zealand Geographer 40(1): 34-43. 
Harary, F., Norman, R. Z., and Cartwright, D. 1965. Structural Models: An 
Introduction to the Theory of Directed Graphs. New York, John Wiley and Sons. 
Huang, X. and Wu, B. 2012. Intra-Attraction Tourist Spatial-Temporal Behaviour 
Patterns. Tourism Geographies 1: 1-21. 
Hwang, Y. H., Gretzel, U. and Fesenmeier, D. R. 2006. Multicity Trip Patterns: 
Tourists to the United States. Annals of Tourism Research 33(4): 1057-1078. 
Lau, G. and McKercher, B. 2007. Understanding Tourist Movement Patterns in a 
Destination: A GIS Approach. Tourism and Hospitality Research 7(1): 39-49. 
Leung, X., Wang, F., Wu B., Bai, B., Stahura, K. and Xie, Z. 2012. A Social Network 
Analysis of Overseas Tourist Movement Patterns in Beijing: The Impact of the 
Olympic Games. International Journal of Tourism Research 14: 469-484. 
Lew, A. and McKercher, B. 2002. Trip Destinations, Gateways and Itineraries: The 
Example of Hong Kong. Tourism Management 23: 609-621. 
 172 
Lew, A. and McKercher, B. 2006. Modeling Tourist Movements: A Local Destination 
Analysis. Annals of Tourism Research 33(2): 403-423. 
Liu, F., Zhang, J., Zhang, J., Chen, D., Liu, Z. and Lu, S. 2012. Roles and Functions of 
Tourism Destinations in Tourism Region of South Anhui: A Tourist Flow 
Network Perspective. Chinese Geographical Science 22(6): 755-764. 
Lue, C. C., Crompton, J. L. and Fesenmaier, D. R. 1993. Conceptualization of 
Multi-Destination Pleasure Trips. Annals of Tourism Research 20: 289-301. 
McKercher, B. and Lau, G. 2008. Movement Patterns of Tourists within a Destination. 
Tourism Geographies 10(3): 355-374. 
McKercher, B., Shoval, N., Ng, E. and Birenboim, A. 2012. First and Repeat Visitor 
Behaviour: GPS Tracking and GIS Analysis in Hong Kong. Tourism Geographies 
14(1): 147-161. 
Milner, R. and Richmond, S. 2015. Lonely Planet Tokyo 10th edition. Lonely Planet 
Publication. 
Mings, R. C. and McHugh, K. E. 1992. The Spatial Configuration of Travel to 
Yellowstone National Park. Journal of Travel Research 30(4): 38-46. 
Oppermann, M. 1992. Intranational Tourist Flows in Malaysia. Annals of Tourism 
Research 19: 482-500. 
Oppermann, M. 1995a. A Model of Itineraries. Journal of Travel Research 33(4): 57-61. 
Oppermann, M. 1995b. Length of Stay and Spatial Distribution. Annals of Tourism 
Research 21(4): 834-836. 
Pearce, D. G. 1987. Tourism Today: A Geographical Analysis. London, Longman 
Scientific and Technical. 
Pearce, D. G. 1988. Tourist Time-Budgets. Annals of Tourism Research 15: 106-121. 
Peng, H., Zhang, J., Liu, Z., Lu, L. and Yang, L. 2016. Network Analysis of Tourist 
Flows: A Cross-Provincial Boundary Perspective. Tourism Geographies 18(5): 
 173 
1-26. 
Rowthorn, C., Bartlett, R., Bender, A., Crawford, L., McLachlan, C., Milner, R., 
Richmond, S., Tang, P., Walker, B. and Yanagihara, W. (2015): Lonely Planet 
Japan 14th edition. Lonely Planet Publications. 
Shih, H. 2006. Network Characteristics of Drive Tourism Destinations: An Application 
of Network Analysis in Tourism. Tourism Management 27: 1029-1039. 
Shoval, N., McKercher, B., Ng, E. and Birenboim, A. 2011. Hotel Location and Tourist 
Activity in Cities. Annals of Tourism Research 38(4): 1594-1612. 
Tang, J. and Li, J. 2016. Spatial Network of Urban Tourist Flow in Xi’an Based on 
Microblog Big Data. Journal of China Tourism Research 12(1): 5-23. 
UNWTO 2016. Tourism Highlight 2016. 
http://unwto-ap.org/wp-content/uploads/2016/09/Tourism-Highlight-s-20116.pdf 




















































































































札幌市  3 3 5 8 5 7 3 5 5 5 1 8 1 - 2 6 5 2 3 3 1 - - - 
函館市  7 3 1 2 3 6 - - 5 5 6 1 - - 1 6 5 2 8 5 - - - - 
小樽市  10 14 5 8 1 - - - 5 - 6 3 6 - 2 6 5 2 7 - - - - - 
旭川市  13 - 5 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
苫小牧市  6 8 1 2 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
千歳市  3 7 2 - 5 - 3 3 5 - 3 - 5 - - - 5 2 5 7 - - - - 
富良野市  10 16 5 8 1 7 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
登別市  7 3 5 3 1 7 - - 5 5 1 7 - - 2 6 5 2 - - 1 - - - 
恵庭市  10 - - - - - - - 5 - 6 - - - - - - - - - - - - - 
伊達市  10 - - - - - - - - - - - - - - - - - 7 - - - - - 
北広島市  10 - 5 - - - - - 5 - - - - - 2 - 5 - - - - - - - 
七飯町  10 16 - - 1 - - - 5 5 - - - - - - - - 7 - - - - - 
ニセコ町  10 16 5 8 1 7 - - - - - - - - - - 5 2 - - - - - - 
倶知安町  6 15 - - - - - - - - - - - - - - 5 - 2 5 - - - - 
共和町  10 15 - - - - - - - - - - - - - - 5 2 - - - - - - 
余市町  10 16 - - - - 6 - - - - - - - - - - - 7 5 - - - - 
赤井川村  10 16 5 8 - - - - 2 1 - - - - - - 5 2 - - - - - - 
上川町  10 16 6 7 - - - - 5 6 - - - - - - 5 - - - - - - - 
壮瞥町  10 16 - - 1 - - - 5 5 5 - - - - - 5 - 8 - - - - - 
白老町  10 16 - - - - - - 5 5 6 - - - - - - - - - - - - - 













































































































青森市  3 7 2 3 7 2 6 5 6 4 6 6 7 - 7 - 5 - - - - - 1 - 
弘前市  6 3 5 2 - - 1 1 3 5 6 - - - 5 4 - - - - - - 1 3 
八戸市  3 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 5 - 
五所川原市  12 - - - - - - - 6 - - - - - - - - - - - - - - - 
十和田市  12 - - - - - - - 6 - - - - - - - - - - - - - - - 
深浦町  12 - - - - - - - 6 - - - - - - - - - - - - - - - 
岩手県  
盛岡市  3 3 1 - 6 4 - - 1 4 6 - - - - - 1 8 - - - - - - 
北上市  3 7 - - - - 6 - 3 - 5 6 - - - - 5 - - - - - - - 
一関市  12 16 - - - - - - 6 5 - - - - - - - - - - - - - - 
二戸市  10 15 - - 1 7 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
平泉町  16 - - - - - 6 - 6 - - - - - - - - - - - - - - - 
宮城県  
仙台市  3 3 2 7 6 8 3 3 6 6 5 - 5 - 1 6 5 2 - - - - - - 
塩竈市  16 - - - - - - - 6 - - - - - - - - - - - - - - - 
白石市  3 3 - - 7 - 1 1 6 - 3 - - - 5 - - - - - - - - - 
名取市  16 7 - - - - - - 6 - - - - - - - - - - - - - - - 
柴田町  6 - 1 - - - - - - - 5 - - - - - - - - - - - - - 
松島町  3 - - - - - - - 6 - - - 7 - 2 - 3 - - - - - - - 
秋田県  
秋田市  12 7 - - 1 - - - 6 - - - - - - - 5 7 - - - - - - 
仙北市  6 - - - - - 2 - 6 - 6 - - - - - 5 - - - - - - - 
山形県  
山形市  6 15 3 - 1 - - - - - 5 1 - - 1 6 1 - - - - - - - 
尾花沢市  16 15 - - - - - - - - - - - - - - 5 2 - - - - - - 
福島県  
福島市  3 8 1 2 - - - - - - 6 - - - 7 6 - - - - - - - - 
郡山市  3 8 1 2 1 4 - - 3 6 - - - - 2 6 - - - - - - - - 
須賀川市  3 - - - - - - - - - - - 5 - - - - - - - - - - - 
本宮市  3 - - - 5 - - - 3 - - - - - - - - - - - - - - - 













































































































土浦市  3 7 - - 8 - - - 3 4 - - - - - - - - - - - - - - 
龍ケ崎市  3 - - - - - - - - - - - - - - - - - 3 - - - - - 
取手市  3 5 - - - - 3 - - - 3 3 - - - - - - 1 4 - - - - 
牛久市  3 - 2 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
つくば市  3 3 1 1 5 3 1 1 - - 5 5 - - - - - - - - - - - - 
ひたちなか市  3 3 - - 5 3 3 5 1 1 1 - - - 5 - - - 2 - - - - - 
守谷市  6 - - - - - 1 - - - 1 - - - - - - - - - - - - - 
つくばみらい市 6 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
大子町  11 - - - - - 6 - 6 - - - - - - - - - - - - - - - 
栃木県  
宇都宮市  3 3 1 1 7 1 1 2 3 - 5 - 5 - - - - - - - - - 5 - 
足利市  3 15 1 8 6 - - - 1 - - - - - - - - - 3 - - - - - 
栃木市  3 - - - 5 - - - 3 - - - - - - - - - - - - - - - 
佐野市  3 - - - 1 - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - 
鹿沼市  3 - 1 - - - 3 - - - - - - - 5 - - - - - - - - - 
日光市  6 3 1 1 5 2 1 1 1 2 2 7 7 3 5 - 4 8 1 4 - - 8 1 
小山市  6 6 1 - - - - - 1 - - - 6 8 - - 3 - - - - - - - 
矢板市  3 8 2 2 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
那須塩原市  3 13 2 8 1 - - - 6 - - - - - - - - - - - - - - - 
上三川町  3 - - - - - - - - - - - 5 - - - - - - - - - - - 
芳賀町  11 15 - - 8 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
塩谷町  11 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
群馬県  
高崎市  6 8 5 2 6 - 3 2 6 - - - - - 5 - - - - - - - 8 1 
渋川市  1 5 7 5 - - - - 3 4 - - - - - - - - - - - - - - 
草津町  11 15 5 - - - 6 - 2 6 - - - - - - - - - - - - - - 
東吾妻町  6 - - - - - 2 - - - - - - - - - - - - - - - - - 













































































































さいたま市  3 6 1 1 5 1 1 1 1 - 1 1 5 - 5 1 1 - 1 - - - 1 - 
川越市  3 3 1 1 5 - 1 - 1 1 1 7 - - 7 1 1 - - - - - 1 - 
熊谷市  6 - - - 1 - 1 - - - 1 - - - - - - - - - - - - - 
川口市  3 7 - - 1 - 1 5 - - 1 6 1 - 5 6 - - - - - - - - 
秩父市  6 - - - 5 - 2 - - - - - - - - - - - - - - - - - 
所沢市  3 3 2 1 6 7 - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - 
飯能市  3 - 1 - 7 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
加須市  3 - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - 
本庄市  11 7 - - - - - - 6 4 - - - - - - - - - - - - - - 
春日部市  3 7 - - 1 - - - 1 4 - - 5 1 - - - - 3 7 - - - - 
鴻巣市  11 14 - - - - - - - - - - 1 8 - - - - - - - - - - 
深谷市  3 - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
上尾市  3 3 2 8 5 3 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
草加市  6 3 - - 5 3 - - 3 - 1 7 - - - - - - - - - - - - 
越谷市  6 3 1 - 1 - 1 1 1 - 3 6 - - - - 4 - 1 2 7 - - - 
蕨市  3 3 2 - 5 3 - - 3 - - - - - - - - - 1 4 - - - - 
戸田市  3 11 2 8 - - 1 - 1 - 3 4 - - - - - - - - - - - - 
入間市  11 - 3 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
朝霞市  6 - - - 6 - - - - - - - - - - - - - 2 - - - - - 
志木市  6 3 - - - - - - - - - - - - - - - - 2 4 - - - - 
和光市  3 3 - - 5 3 1 - - - 6 - - - - - - - - - - - 5 1 
新座市  13 - - - 1 - - - - - - - - - - - - - 8 - - - - - 
桶川市  3 3 - - - - 6 5 - - - - 5 1 - - - - - - - - - - 
久喜市  6 7 1 3 8 - - - 6 - - - - - - - - - - - - - 3 - 
八潮市  3 - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 













































































































幸手市  6 15 - - - - - - 1 - 5 - - - - - - - - - - - 1 2 
白岡市  6 8 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
伊奈町  3 - 4 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
横瀬町  3 - 2 - 1 - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - 
宮代町  6 - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
千葉県  
千葉市  3 3 1 3 5 2 - - 3 2 1 5 3 6 5 4 4 - 4 - 6 3 1 - 
市川市  3 6 1 8 7 2 3 - - - 3 1 1 8 8 - 3 7 4 2 8 - - - 
船橋市  3 3 1 1 5 3 1 - 3 4 1 7 5 7 8 6 4 - 1 2 7 - 5 - 
木更津市  3 15 1 8 - - - - 1 - - - - - - - 4 - - - - - - - 
松戸市  3 3 - - 7 2 4 4 3 - 3 5 - - 1 6 - - 1 2 8 3 7 6 
野田市  3 8 - - - - - - - - 3 - - - - - - - - - - - - - 
茂原市  11 - 3 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
成田市  6 6 1 1 5 2 1 3 1 4 1 5 7 2 5 4 1 7 1 4 7 4 7 1 
佐倉市  3 6 1 7 7 2 3 6 3 - 1 7 5 1 7 - - - 3 - 1 - - - 
東金市  15 6 3 3 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
習志野市  3 6 5 - 5 3 - - - - 1 4 5 1 7 - - - 1 4 6 1 - - 
柏市  3 6 1 8 - - 1 6 3 - - - 7 1 7 3 - - - - 1 8 8 4 
市原市  11 - 5 - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - 
流山市  3 8 - - 6 - 1 2 - - 1 - 5 - - - 3 - 8 5 - - - - 
八千代市  3 6 - - - - - - 3 - - - - - - - - - - - 1 2 - - 
我孫子市  3 - - - - - 1 - - - - - - - - - - - 3 - - - - - 
鎌ケ谷市  3 8 - - 1 7 1 2 - - 5 - - - - - - - - - - - - - 
富津市  6 - 1 - - - 1 - - - - - 1 - - - - - - - - - - - 
浦安市  3 3 1 2 5 3 1 1 1 1 1 7 5 3 5 1 4 - 1 2 8 3 7 2 
四街道市  3 7 - - 5 - 8 - - - - - - - 2 - - - - - - - - - 













































































































白井市  3 - - - 7 - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - 
富里市  6 16 1 7 - - - - - - 1 1 6 - - - - - 1 - - - - - 
香取市  15 - - - 1 - - - - - 5 - - - - - - - - - - - - - 
酒々井町  3 16 1 7 - - 5 - 3 - - - - - - - 5 - - - 1 - - - 
芝山町  6 - - - - - - - - - - - - - 6 - - - - - - - - - 
東京都  
東京 23 区  3 1 4 5 3 6 7 7 2 3 7 3 4 4 6 7 2 5 6 8 3 5 3 3 
八王子市  6 6 1 - 5 3 1 3 1 - 1 - 5 - 5 1 4 - 8 - 7 - - - 
立川市  3 3 - - 5 3 1 3 1 2 1 1 - - 7 - 5 - 1 4 8 4 1 - 
武蔵野市  3 3 1 2 5 2 3 - 3 1 3 - 5 - 7 3 4 5 3 4 8 - 5 6 
三鷹市  3 3 2 5 5 4 1 1 1 2 1 - 5 3 5 - 4 8 1 4 8 - 7 - 
府中市  3 6 2 3 5 - - - - - 1 - 1 8 8 - - - 2 - - - - - 
昭島市  3 3 1 - 1 7 - - 1 - 1 1 7 1 5 - 4 - 8 - 6 8 3 - 
調布市  3 3 2 1 5 4 1 2 1 1 1 5 5 - 7 1 - - - - - - - - 
町田市  6 3 1 2 5 7 1 1 1 2 - - 5 8 - - - - 1 3 - - 3 - 
小金井市  3 6 1 6 5 3 1 3 3 4 5 - - - - - - - 3 - - - - - 
小平市  3 3 - - 5 4 3 7 - - 1 - - - - - - - - - - - - - 
日野市  3 6 1 4 5 7 1 3 3 6 3 - 8 3 - - - - - - - - - - 
東村山市  3 15 - - 8 - - - - - 4 1 - - - - - - - - - - - - 
国分寺市  6 3 1 1 5 7 2 1 6 - 1 4 - - 5 - - - - - - - - - 
国立市  6 3 5 3 - - - - - - 1 1 - - - - - - - - - - 3 - 
福生市  3 6 - - 5 2 - - - - - - - - - - - - - - 8 - - - 
狛江市  3 3 - - 5 - - - - - - - - - 7 4 - - - - - - - - 
清瀬市  3 - - - 7 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
東久留米市  6 7 1 8 5 2 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
武蔵村山市  11 15 - - 1 - - - - - 5 1 - - - - - - - - - - - - 













































































































稲城市  3 8 - - - - 2 2 - - 3 - 6 - 7 - - - - - - - - - 
羽村市  11 16 - - 1 7 6 7 - - - - - - - - - - - - - - - - 
西東京市  6 15 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 8 - 
瑞穂町  6 8 - - 6 4 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
神奈川県  
横浜市  3 3 1 1 5 3 1 1 1 1 3 6 7 3 5 1 4 7 1 4 8 4 7 5 
川崎市  3 3 2 1 5 1 1 3 3 1 1 5 7 3 7 1 1 8 1 1 8 4 5 8 
相模原市  3 3 2 1 8 4 3 6 3 4 1 - 5 2 5 1 - - 8 - - - 5 6 
横須賀市  3 6 2 8 5 1 - - - - - - 1 - - - - - - - 6 - - - 
平塚市  6 3 5 - 6 - 2 - - - 4 - 8 3 - - - - 3 8 3 8 5 6 
鎌倉市  3 6 1 3 5 3 1 3 1 4 1 - 7 4 7 - 3 - 1 - 6 - 7 6 
藤沢市  3 6 1 2 5 3 1 5 2 - 3 7 5 1 5 3 4 - 8 5 8 - 5 - 
小田原市  6 6 1 - 5 3 1 1 1 4 1 7 7 3 7 3 1 7 1 - 5 2 - - 
茅ヶ崎市  3 12 3 - 1 - 1 - 3 - 3 - 1 8 - - - - - - - - - - 
逗子市  6 3 - - - - 2 2 1 1 - - - - - - - - - - - - - - 
秦野市  3 7 1 3 7 2 6 5 4 - 5 1 - - - - 1 - - - - - - - 
厚木市  3 3 - - 7 - 3 5 1 3 5 - - - - - - - 1 - - - - - 
大和市  3 3 1 - 5 3 1 - - - - - - - - - - - - - 8 4 - - 
伊勢原市  3 7 - - 8 - 3 - - - - - 5 - 7 - - - - - - - - - 
海老名市  6 3 1 3 5 5 3 - 1 - - - - - 1 - 1 8 - - 7 - - - 
座間市  3 3 - - 8 5 3 - - - - - - - 1 6 - - - - - - - - 
綾瀬市  3 6 - - 7 3 3 - 2 - - - - - - - - - - - 5 1 - - 
寒川町  6 - - - - - - - - - - - 7 - - - - - - - - - 3 - 
大磯町  2 7 3 - 1 - - - - - 8 6 - - - - - - - - - - - - 
二宮町  15 - - - - - - - - - - - 6 - - - - - - - - - - - 
中井町  15 - - - - - - - - - - - - - - - - - 8 - - - - - 













































































































山北町  6 8 1 2 8 - - - - - - - - - - - - - 2 - - - - - 
箱根町  6 3 1 3 5 4 1 1 1 1 1 8 7 3 5 1 4 8 1 5 8 3 8 4 
湯河原町  3 3 - - 7 1 - - 4 2 - - 5 - 5 1 6 7 - - - - - - 
新潟県  
新潟市  3 7 2 3 - - 3 8 - - - - - - 8 - - - - - - - 1 - 
長岡市  3 7 - - 7 2 - - - - 3 6 - - - - - - - - - - - - 
三条市  3 3 - - - - - - - - 1 5 - - - - - - - - - - - - 
糸魚川市  6 - - - - - 2 - - - - - - - - - - - - - - - - - 
南魚沼市  3 - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
湯沢町  3 8 1 2 - - 7 2 1 - - - 5 1 5 1 - - 3 - - - - - 
富山県  
富山市  1 7 2 3 1 6 7 - 3 4 3 3 5 1 1 - 8 3 - - 1 - 2 - 
高岡市  6 8 - - - - - - 6 6 1 7 - - - - - - - - - - - - 
滑川市  13 - - - - - 6 - - - - - - - - - - - - - - - - - 
南砺市  13 - - - 1 - - - 6 - - - 1 - - - - - 8 - - - - - 
射水市  13 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - 
立山町  6 6 2 3 - - - - 6 6 1 - - - - - 8 6 - - - - 1 - 
石川県  
金沢市  3 4 8 5 5 2 4 1 1 2 3 6 5 2 4 7 8 6 2 2 1 5 5 7 
小松市  8 15 - - 1 7 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
白山市  13 - - - - - 7 - 6 - - - - - - - - - - - - - - - 
能登町  13 15 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
福井県  
福井市  13 15 7 8 1 - - - 6 - - - - - - - - - - - - - - - 
鯖江市  13 - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - 
越前市  13 - - - - - 7 - - - - - - - - - - - - - - - - - 
坂井市  4 15 - - - - 6 5 - - - - 3 - - - - - - - - - - - 
山梨県  
甲府市  11 - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - 
富士吉田市  3 3 2 1 7 - 1 - 1 - 1 5 5 1 7 3 3 7 1 2 3 - - - 













































































































大月市  3 3 2 - 3 - 1 1 2 - 1 7 - - 5 7 - - 2 2 - - - - 
北杜市  3 9 - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
笛吹市  3 6 4 - 6 - - - 3 4 1 7 - - - - - - - - - - - - 
上野原市  3 15 1 - - - 3 - 6 6 3 - - - - - - - - - - - - - 
昭和町  3 - 2 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
西桂町  3 6 - - - - - - - - - - - - 7 3 - - - - - - - - 
忍野村  3 15 4 8 5 - - - 4 - 4 - - - - - 3 - 8 - - - - - 
山中湖村  6 6 4 3 6 3 6 5 1 - 1 - 4 - - - 3 - - - - - - - 
鳴沢村  3 7 2 3 7 2 - - 4 - 1 5 7 - - - - - 3 - 3 6 5 - 
富士河口湖町  3 3 2 1 6 4 1 1 1 1 1 7 5 1 7 4 4 7 3 4 8 4 8 - 
長野県  
長野市  3 3 1 2 1 2 3 3 1 2 - - 2 8 7 - 1 3 1 - - - 7 4 
松本市  6 3 2 1 2 - 1 4 1 2 5 - 5 1 6 1 1 8 - - 1 - 2 1 
上田市  3 12 - - 7 - 6 7 - - - - - - - - - - - - - - - - 
岡谷市  13 - - - - - - - - - - - 2 - - - - - - - - - - - 
諏訪市  3 15 - - - - - - 6 6 3 - - - - - - - - - - - - - 
伊那市  13 - 5 - - - - - - - - - - - - - 5 - - - - - - - 
中野市  13 - - - - - 6 - - - - - 2 - - - - - - - - - - - 
大町市  7 14 5 - 3 - - - 6 6 1 - - - - - 6 3 - - - - 1 - 
塩尻市  6 7 4 3 - - 2 - - - - - - - - - - - - - - - - - 
佐久市  3 6 - - - - 3 3 2 1 - - - - - - - - - - - - - - 
千曲市  10 16 5 8 - - - - 6 - - - - - - - - - - - - - - - 
安曇野市  13 7 5 - - - 7 - - - 6 6 - - - - - - - - - - - - 
軽井沢町  3 3 1 1 7 5 1 1 1 1 1 - 6 - - - 1 8 - - - - 8 4 
下諏訪町  13 14 - - - - 1 5 - - - - - - - - - - - - - - - - 
南木曽町  2 4 - - 1 6 6 2 - - - - - - - - 6 - - - - - 3 3 













































































































筑北村  14 - - - 4 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
白馬村  13 - 5 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
小布施町  13 - - - - - - - 6 - - - - - - - - - - - - - - - 
山ノ内町  6 7 - - 2 - 6 - 6 - - - 1 8 1 3 2 - - - - - 7 - 
岐阜県  
岐阜市  2 11 8 6 - - 6 5 6 - 5 - - - 1 8 - - - - - - - - 
大垣市  13 12 5 6 - - 6 5 6 6 - - - - - - 6 - - - - - - - 
高山市  1 3 1 1 6 5 3 4 8 6 2 4 5 2 6 2 8 3 - - 1 8 2 1 
多治見市  13 12 - - - - 6 5 - - - - - - - - 6 3 - - - - - - 
関市  13 - - - - - - - - - 5 - - - - - - - - - - - - - 
中津川市  2 8 - - 3 - 6 2 6 - - - - - - - 5 - - - - - - - 
美濃市  4 - - - - - - - - - - - - - - - 8 - - - - - - - 
羽島市  1 4 7 8 7 - 2 - - - - - 3 - 5 1 - - 3 5 - - - - 
恵那市  14 - - - - - 6 - - - - - - - - - - - - - - - - - 
各務原市  2 1 - - - - - - - - - - - - - - 6 - - - - - 3 3 
飛騨市  6 - - - - - 6 - - - - - 1 - - - 1 - - - - - - - 
郡上市  13 - 6 - - - - - 6 - 5 - - - - - 6 - - - - - - - 
下呂市  2 4 2 8 2 - 2 - - - 7 8 - - - - 6 3 - - 1 8 2 1 
岐南町  2 7 - - - - 7 4 - - - - - - - - - - - - - - - - 
養老町  13 - 5 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
垂井町  6 8 - - - - 6 5 6 - - - - - - - - - - - - - - - 
関ケ原町  3 4 - - - - 6 - - - - - 7 - - - - - - - 7 3 - - 
安八町  1 7 7 - - - 3 3 - - - - - - - - - - - - - - - - 
七宗町  2 8 6 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
白川町  1 5 - - - - 3 3 - - - - - - - - 6 - - - - - - - 
白川村  7 11 2 - 2 - 7 7 6 6 1 - 1 - 1 - 6 3 - - 1 - 2 - 













































































































浜松市  6 3 5 8 5 4 1 1 - - 1 7 - - 3 8 1 8 2 - - - 6 6 
沼津市  3 7 6 - 6 - 1 5 3 - 3 6 - - - - - - - - 6 1 - - 
熱海市  6 6 3 2 6 3 3 3 1 4 3 6 8 4 2 3 - - - - - - 7 - 
三島市  3 3 1 - 3 2 4 2 - - 4 - 1 8 5 1 - - - - - - - - 
富士宮市  3 - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - 2 - 
伊東市  6 3 1 1 6 7 - - 1 3 5 7 - - 1 - - - - - - - - - 
島田市  6 8 - - 1 - 1 2 - - - - - - - - - - - - - - - - 
富士市  6 3 2 1 - - 6 - 1 2 5 - 7 - - - - - 2 - - - - - 
磐田市  3 8 2 - - - 4 - - - 3 - - - - - - - - - - - - - 
焼津市  3 15 2 - 7 - 5 - - - - - 5 8 - - 1 - - - 3 - - - 
掛川市  3 8 3 - 7 8 2 2 - - - - 1 8 - - 5 - - - - - - - 
藤枝市  6 - - - 6 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
御殿場市  3 6 2 3 5 3 3 - 3 - 3 5 5 3 7 5 4 - 3 - 6 8 1 1 
袋井市  3 4 6 - 7 6 - - - - - - 8 3 - - - - - - - - - - 
裾野市  15 7 4 3 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
湖西市  6 5 - - - - 6 - - - 2 3 - - - - - - 1 4 - - - - 
伊豆市  15 6 3 3 - - - - 2 3 - - - - - - - - - - 5 - - - 
菊川市  3 6 7 - - - 1 1 - - 3 - 7 - - - - - - - - - - - 
伊豆の国市  3 8 6 - - - 2 2 3 - - - - - - - - - - - - - - - 
牧之原市  3 6 8 - - - - - - - 3 6 - - - - - - - - - - - - 
東伊豆町  13 15 6 8 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
河津町  3 15 2 8 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
函南町  3 9 - - 3 5 - - - - 2 - - - - - - - - - 6 - - - 
清水町  15 - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
長泉町  3 7 7 - 3 - 4 5 4 3 3 6 5 - - - - - - - - - - - 













































































































名古屋市  3 2 2 4 7 3 2 2 7 2 3 5 8 1 5 2 7 7 5 4 4 1 7 8 
豊橋市  6 4 6 - 6 4 4 2 - - 8 - - - 1 - - - 3 - 4 5 5 - 
岡崎市  3 15 2 - 7 - - - - - 2 - - - - - - - - - - - - - 
一宮市  4 1 8 7 - - 3 - - - - - - - - - 6 - - - 3 5 - - 
春日井市  13 - 5 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
豊川市  2 1 - - - - 7 7 - - - - - - - - - - - - 1 8 - - 
津島市  13 - 5 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
刈谷市  1 - - - - - - - - - - - 1 - - - - - 3 - - - - - 
豊田市  1 8 - - 2 - - - - - - - 1 3 - - - - - - - - - - 
安城市  3 3 - - 5 3 7 2 - - 2 - 5 1 - - - - - - - - 3 - 
蒲郡市  1 8 - - - - - - - - 3 - - - - - - - 8 2 - - - - 
犬山市  13 12 - - - - - - - - - - - - - - 5 3 - - - - 2 - 
常滑市  13 11 6 7 2 8 - - 6 - 5 - 1 - 4 7 6 - 8 - 3 5 2 - 
小牧市  5 10 6 - - - 7 6 - - - - - - - - - - - - - - - - 
稲沢市  1 - 6 - 2 - - - - - 3 - - - - - - - - - - - - - 
東海市  6 8 - - - - 2 2 - - - - - - - - - - - - - - - - 
大府市  2 15 8 - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 8 - - 
知多市  13 - - - 2 - - - - - - - - - - - 5 - - - - - - - 
豊明市  11 15 6 8 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
日進市  1 12 - - 7 8 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
清須市  2 - 8 - 2 - 7 - - - - - - - - - - - - - - - - - 
北名古屋市  13 - - - 2 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
弥富市  13 - 6 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
扶桑町  13 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 2 - 
阿久比町  13 - - - - - - - - - 5 - - - - - - - - - - - - - 













































































































津市  4 - 8 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
四日市市  2 12 8 8 - - - - - - - - 3 - - - - - - - - - - - 
伊勢市  13 - - - 2 - - - 6 - - - - - - - 6 - - - - - - - 
桑名市  4 12 7 - 2 - - - - - 8 - 1 - - - 6 3 - - - - - - 
鈴鹿市  13 - - - - - - - - - 5 - - - - - - - - - - - - - 
滋賀県  
大津市  2 2 8 8 3 6 7 4 8 8 8 8 4 4 1 6 7 6 5 5 3 5 - - 
彦根市  2 11 8 - - - 4 8 7 6 - - 5 - - - - - - - - - - - 
長浜市  7 15 8 8 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 8 - 
近江八幡市  6 3 1 2 3 - 4 1 7 8 - - - - - - - - 2 - - - - - 
草津市  2 5 8 5 6 - 2 - 1 - 8 4 3 - 4 8 - - 5 3 - - - - 
守山市  1 7 - - - - 4 4 - - - - - - - - - - - - - - - - 
栗東市  6 4 - - 6 - 2 2 7 8 - - 3 7 - - - - - - - - - - 
甲賀市  6 15 - - - - - - 7 - - - 1 - - - - - - - - - - - 
野洲市  3 8 - - 5 4 2 - - - - - - - - - - - 3 - - - - - 
高島市  2 - - - 3 - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - 
米原市  3 8 2 1 - - 4 - 6 - 1 7 8 3 - - - - 5 8 7 3 6 - 
愛荘町  4 11 - - - - - - - - - - - - 3 - 7 5 - - - - - - 
豊郷町  2 15 8 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
多賀町  4 - 8 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
京都府  
京都市  1 3 7 4 5 3 2 1 8 7 7 8 8 3 3 4 8 6 6 4 4 4 7 7 
福知山市  2 11 - - 1 - - - 6 - - - 4 6 - - - - - - 4 8 - - 
綾部市  13 15 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
宇治市  2 2 7 5 3 6 8 7 7 7 8 - 4 - 4 7 7 - 5 3 7 - - - 
宮津市  2 15 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
亀岡市  2 1 8 - - - 5 5 7 - 8 8 4 - - - 7 - - - - - - - 













































































































向日市  4 2 8 - - - 8 - 7 - 2 8 3 5 - - 6 - - - - - - - 
長岡京市  4 7 - - 4 - 6 - - - - - 5 1 - - - - - - - - - - 
八幡市  2 - - - 3 - - - 6 - - - - - - - - - - - 4 - - - 
京田辺市  2 11 - - - - - - 7 - - - 4 - - - 7 - - - 3 6 - - 
木津川市  2 11 - - - - 8 8 - - 8 - 3 6 - - 7 - - - - - 3 - 
大山崎町  2 10 - - - - - - - - - - 4 - - - - - - - 6 5 - - 
井手町  2 - - - - - - - - - - - - - - - - - 5 - - - - - 
精華町  4 15 - - - - 7 - - - - - - - - - - - - - - - - - 
大阪府  
大阪市  2 2 8 1 6 3 4 4 7 8 2 5 8 3 4 4 7 7 1 4 3 1 7 5 
堺市  4 3 7 8 4 7 1 3 8 8 7 6 3 - 3 - 7 8 2 2 3 - - - 
岸和田市  4 9 7 6 - - - - - - 8 4 - - - - 8 2 - - - - 4 - 
豊中市  4 5 7 - 7 5 7 8 - - 7 3 3 5 3 3 - - 3 3 6 - - - 
池田市  4 - - - - - - - - - - - 3 - 3 - - - 6 - - - - - 
吹田市  4 5 7 5 3 6 7 6 1 7 7 6 3 5 3 8 8 - 6 3 4 - - - 
泉大津市  1 7 - - - - - - - - - - 3 - - - - - 6 - - - - - 
高槻市  4 4 7 4 4 5 7 8 8 - 7 8 8 5 - - 7 - 6 8 6 3 4 - 
貝塚市  4 - - - 4 - - - 8 - 7 - - - - - - - 3 - - - - - 
守口市  4 9 - - 4 - 8 - - - 8 4 - - 1 - - - - - - - - - 
枚方市  4 10 8 5 - - - - 8 - - - - - - - - - - - - - - - 
茨木市  4 9 8 6 - - 7 6 - - - - - - 4 5 8 3 6 1 - - - - 
八尾市  1 2 - - - - 4 8 - - - - 5 5 - - - - - - - - - - 
泉佐野市  4 2 7 5 7 - 8 7 8 7 7 8 3 6 3 - 8 2 6 5 4 6 4 8 
寝屋川市  4 - - - 4 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
河内長野市  4 4 - - 3 - 7 2 - - - - - - - - - - - - - - - - 
和泉市  4 9 7 6 - - - - - - 7 - - - 3 - 8 - - - - - - - 













































































































羽曳野市  4 9 - - - - 8 6 - - 7 - - - - - - - - - - - - - 
摂津市  4 4 7 - - - 7 - - - 8 - - - - - - - 2 1 - - - - 
高石市  4 11 8 6 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
藤井寺市  5 10 - - - - 6 - - - 5 1 - - - - - - - - - - - - 
東大阪市  4 9 - - 4 7 - - 7 7 7 - - - 3 - - - 6 8 4 - - - 
泉南市  4 - 7 - - - - - - - 7 - - - - - - - - - - - - - 
四條畷市  4 - - - - - - - 8 - - - - - - - - - - - - - - - 
大阪狭山市  5 - - - - - 7 - - - - - - - - - - - - - - - - - 
阪南市  5 11 - - - - - - - - - - 2 4 - - - - - - - - - - 
島本町  4 9 8 - - - - - - - 7 4 - - 3 - - - 5 - - - - - 
田尻町  5 9 7 8 7 - 7 - 8 - 5 - 2 - 3 - - - 4 - 4 5 - - 
太子町  4 10 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
兵庫県  
太子町  5 1 - - 4 - 7 7 - - - - - - - - - - 8 5 - - - - 
神戸市  4 2 7 1 5 3 2 3 7 7 7 8 8 3 3 2 8 3 6 - 4 5 7 5 
姫路市  4 4 7 - 4 2 7 8 7 7 7 - 3 6 3 - 8 - 6 - 3 - 4 4 
尼崎市  4 2 8 - 4 6 8 - 8 8 3 6 3 1 3 3 - - 6 2 3 - - - 
明石市  5 5 2 3 4 - 7 5 7 - 7 3 3 5 4 - - - 8 - - - - - 
西宮市  4 2 7 6 6 - 4 4 8 - - - 3 4 - - - - - - 4 - 4 8 
芦屋市  5 5 7 5 7 2 - - - - 5 3 - - - - - - 5 - - - - - 
伊丹市  5 14 - - 3 7 7 - - - - - - - - - 8 - - - - - - - 
相生市  14 - - - - - 6 - - - - - - - - - - - - - - - - - 
豊岡市  4 10 7 5 3 6 6 5 7 7 - - 4 4 - - 7 - - - 3 6 - - 
加古川市  4 1 - - - - 7 7 8 - - - 3 - - - - - 6 - - - - - 
赤穂市  6 1 - - - - 2 - - - - - - - 2 8 8 4 - - - - - - 
宝塚市  4 9 5 - - - 8 6 - - - - - - - - - - - - - - - - 












































































































兵庫県  三田市  5 - - - 4 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
奈良県  
奈良市  4 2 7 5 3 6 7 8 8 4 7 - 4 2 4 8 8 4 6 8 4 5 6 6 
大和高田市  4 - 7 - - - 8 - - - - - - - - - - - - - - - - - 
大和郡山市  2 1 8 5 4 - 8 8 - - - - - - - - 7 4 - - - - - - 
橿原市  6 4 - - 6 4 7 - - - - - 8 - 3 8 - - 6 - - - - - 
桜井市  14 - - - - - 8 - - - - - - - - - - - - - - - - - 
生駒市  4 9 - - 1 7 8 6 - - 5 - - - - - - - - - - - - - 
香芝市  14 11 - - - - 8 8 - - - - - - - - - - - - - - - - 
三郷町  14 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
斑鳩町  14 11 - - 3 6 - - - - - - - - - - - - - - - - 1 2 
明日香村  4 9 - - - - 8 6 - - 7 - - - - - - - - - - - - - 
王寺町  5 - 7 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
吉野町  4 1 8 - 4 - 8 6 7 - 8 - 4 - 3 - 8 - - - - - - - 
大淀町  5 - - - 4 - 6 - - - - - - - - - - - - - - - - - 
和歌山県  
和歌山市  1 11 - - - - 2 8 7 - - - 5 - - - 8 - 6 - - - - - 
橋本市  4 14 - - - - 8 5 - - - - - - - - - - - - - - - - 
九度山町  2 1 - - 3 5 8 - - - - - - - - - - - - - - - - - 
高野町  4 11 - - 4 6 7 8 - - 7 - 3 5 - - - - - - - - 1 1 
白浜町  2 1 - - 3 6 - - - - - - - - - - 7 4 - - - - - - 
岡山県  
岡山市  4 11 7 8 7 5 8 8 7 8 5 - 3 7 - - 1 3 6 7 2 7 1 - 
倉敷市  5 1 7 5 3 5 4 7 8 6 - - 2 4 - - - - 6 - - - - - 
玉野市  2 - - - - - 6 - - - - - 4 - - - - - - - - - - - 
備前市  2 4 - - - - 7 - - - - - - - - - 8 6 - - - - - - 
瀬戸内市  6 3 - - 5 3 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
広島県  
広島市  4 2 8 5 4 5 4 4 5 6 2 7 3 2 4 5 7 4 6 8 3 6 6 7 













































































































三原市  5 10 - - 3 - 7 6 5 6 - - - - - - - - - - - - - - 
尾道市  1 5 - - - - 1 1 - - - - 4 7 - - - - 8 - - - - - 
福山市  1 7 8 - 4 - 7 - - - 5 - 3 2 - - 6 - 8 - - - - - 
東広島市  13 - 5 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
廿日市市  5 5 7 4 5 2 7 4 8 - 5 2 3 5 2 - 7 - - - - - 1 3 
府中町  2 1 - - 3 5 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
海田町  2 - - - - - 7 - - - - - - - - - - - - - - - - - 
山口県  
下関市  4 - 7 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
岩国市  14 9 8 - 3 - - - 8 - - - 1 6 - - - - - - - - - - 
周南市  4 - - - - - 5 - - - - - - - - - - - - - - - - - 
徳島県  
徳島市  5 15 - - - - - - 6 - - - - - - - 7 2 - - - - - - 
鳴門市  14 15 - - - - 5 7 - - - - - - - - - - - - - - - - 
三好市  2 - - - - - 7 - - - - - 1 - - - - - - - - - - - 
松茂町  13 15 - - - - - - 6 6 - - - - - - - - - - - - - - 
香川県  
高松市  6 8 - - 5 4 5 2 - - 5 - 1 7 - - 5 - - - - - - - 
坂出市  5 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - 
観音寺市  14 - - - - - - - - - 5 - - - - - - - - - - - - - 
土庄町  5 10 7 - - - 5 6 - - - - 4 - - - - - - - - - - - 
直島町  2 4 - - - - 4 6 - - - - 8 4 - - - - - - - - - - 
琴平町  5 - - - - - - - 8 - - - - - - - - - - - - - - - 
愛媛県  
松山市  1 7 7 - - - 5 6 3 4 - - - - - - - - - - - - - - 
西条市  9 15 - - - - 5 5 - - - - - - - - - - - - - - - - 
高知県  土佐清水市  9 - - - - - - - 6 - - - - - - - - - - - - - - - 
福岡県  
北九州市  6 8 5 - 6 4 - - 5 - 7 - 3 7 5 1 5 1 - - - - - - 
福岡市  1 5 7 5 6 6 3 3 5 6 3 5 8 3 7 3 5 1 8 6 7 8 4 7 













































































































筑紫野市  8 - 5 - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
春日市  9 - - - - - 7 - - - - - - - - - - - - - - - - - 
大野城市  8 14 - - - - - - - - 5 2 - - - - - - - - - - - - 
太宰府市  8 15 5 8 1 - - - 5 - 5 - - - - - 5 - - - 2 - - - 
うきは市  9 - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - 
朝倉市  9 - 5 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
那珂川町  8 12 - - - - - - - - 5 2 - - - - - - - - - - - - 
佐賀県  
佐賀市  8 15 - - - - - - - - - - - - - - 5 1 - - - - - - 
鳥栖市  8 10 7 5 - - 6 - - - - - - - - - 5 - - - 1 7 - - 
武雄市  8 - - - - - - - - - - - - - - - 5 - - - - - - - 
神埼市  8 - - - - - - - - - - - - - - - - - 8 - - - - - 
吉野ヶ里町  8 14 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 7 - - 
太良町  9 - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - 
長崎県  
長崎市  1 9 2 8 4 5 3 4 5 - 5 1 3 8 1 - 5 2 8 6 1 - 1 2 
佐世保市  8 14 5 8 1 7 - - 5 - - - 8 - - - 5 1 5 - - - - - 
島原市  8 - - - - - 6 - - - - - - - - - - - - - - - - - 
諫早市  8 - - - - - - - - - 5 - - - - - 5 - - - - - - - 
南島原市  9 15 - - - - 5 5 - - - - - - - - - - - - - - - - 
熊本県  
熊本市  1 3 8 6 1 7 6 7 5 6 1 7 - - - - 5 1 8 6 2 - - - 
玉名市  4 15 - - 3 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
阿蘇市  8 15 5 - - - - - 5 - - - - - - - 5 1 - - 1 - - - 
合志市  8 15 5 8 1 7 5 - - - - - - - - - - - - - - - - - 
大津町  9 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
南小国町  8 1 - - - - 5 7 - - - - - - - - - - - - - - 1 1 
南阿蘇村  5 10 5 - - - 5 - - - - - - - - - 5 1 - - - - - - 













































































































別府市  8 4 5 8 6 4 5 8 - - - - 1 5 - - 5 1 - - 1 - - - 
日田市  9 - 5 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
杵築市  8 - - - - - 5 - - - - - - - - - - - - - - - - - 
宇佐市  9 - - - - - - - - - - - - - - - 5 - - - - - - - 
由布市  8 14 5 8 1 7 - - 5 6 - - - - 1 6 5 1 - - 2 - - - 
宮崎県  
宮崎市  8 15 - - - - - - 6 - - - - - - - 5 1 - - - - - - 
高千穂町  8 - - - - - 6 - 6 - - - - - - - - - - - - - - - 
鹿児島県  
鹿児島市  2 13 - - 1 7 7 7 - - - - - - - - - - - - - - 1 - 
指宿市  8 12 - - - - 5 - - - - - - - - - - - - - - - - - 
屋久島町  6 9 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
沖縄県  
那覇市  3 3 7 - 1 - 3 1 1 1 - - 1 - 2 6 5 - - - 4 - 1 - 
宜野湾市  6 - - - - - - - 6 - - - - - - - - - - - - - - - 
浦添市  13 - - - - - - - - - - - - - 2 - - - - - - - - - 
名護市  7 - 1 - 1 - - - - - - - 1 - 2 - - - - - - - - - 
沖縄市  8 13 - - 1 - 6 6 - - - - - - - - - - 8 2 - - - - 
豊見城市  13 - - - - - - - - - - - - - - - 5 - - - - - - - 
うるま市  13 15 - - 1 - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - 
本部町  7 8 5 - 1 - 6 5 - - - - 5 3 - - - - - - - - - - 
恩納村  7 4 5 2 1 - 7 6 6 6 - - - - 5 1 5 - - - 1 - - - 
読谷村  13 - - - 1 - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - 
嘉手納町  6 16 - - 1 7 - - 6 6 - - - - - - - - 2 - - - - - 
北谷町  11 13 - - 1 5 - - 6 - - - - - - - 5 - - - - - - - 
北中城村  6 15 - - 6 7 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
中城村  13 - - - - - - - 6 - - - - - 2 - - - - - - - - - 








CONCOR  33, 72 
Ｇ 
GPS データ  14, 15, 22, 39, 43, 155, 163 
あ 
明石市  76, 81, 92, 103, 132, 187 
い 
泉佐野市  46, 48, 57, 58, 59, 62, 64, 65, 67, 74, 75, 76, 80, 81, 90, 110, 142, 158, 186 
移動パターン  13, 17, 18, 22, 23, 24, 25, 26, 27, 38, 45, 54, 55, 71, 87, 90, 163, 167 
インバウンド・ツーリズム  12 
お 
大阪市  46, 47, 48, 50, 51, 52, 54, 55, 56, 57, 59, 60, 61, 64, 73, 75, 80, 81, 82, 86, 90, 92, 94, 
95, 99, 101, 105, 110, 111, 112, 113, 116, 117, 118, 119, 121, 128, 129, 131, 132, 138, 140, 
141, 142, 143, 145, 147, 148, 151, 155, 156 
大津市  50, 58, 62, 65, 68, 74, 76, 80, 90, 119, 159, 161, 185, 186 
オーディナリー・ポイント  31, 83, 96, 108, 109, 119, 124, 132, 134, 163 
大町市  84, 160, 181 
岡山市  58, 62, 65, 74, 76, 80, 81, 86, 103, 119, 132, 160, 188 
小樽市  50, 51, 55, 58, 62, 65, 68, 85, 121, 126, 138, 143, 144, 146, 160, 173 
か 
階統構造  34, 36, 88, 89, 96, 98, 99, 107, 113, 115, 118, 119 
金沢市  55, 56, 58, 59, 62, 65, 68, 69, 73, 74, 76, 82, 84, 94, 98, 99, 104, 110, 128, 137, 139, 
158, 159, 160, 161, 180 




キャリアー  31, 99, 113, 118, 163 
京都市  14, 15, 17, 24, 41, 46, 47, 48, 50, 51, 52, 54, 55, 56, 57, 60, 61, 64, 73, 75, 80, 81, 82, 
84, 85, 86, 87, 90, 91, 92, 98, 99, 101, 103, 105, 110, 111, 112, 113, 116, 117, 119, 127, 128, 
132, 138, 141, 142, 143, 147, 148, 155, 156, 163, 168 
近接中心性  28 
く 
熊本市  51, 55, 74, 76, 80, 86, 87, 91, 119, 122, 143, 146, 160, 190 
倉敷市  74, 76, 81, 86, 90, 103, 131, 188 
クリーク構造  34, 77, 81, 82, 83, 86, 87, 88, 90, 92, 108, 109, 110, 112, 116, 117, 119, 127, 
128, 130, 136, 138, 141, 144, 146, 163 
け 
ゲートウェイ  22, 23, 24, 31, 36, 38, 39, 63, 73, 75, 81, 86 
下呂市  55, 68, 80, 94, 145, 182 
こ 
構造的空隙  27, 29, 30, 31, 39, 71, 73, 75, 83, 86, 94, 169 
構造同値  31, 32, 33, 36, 72, 79, 84, 93, 95, 112, 119, 132, 167 
拘束度  30, 73, 74, 75, 76, 79, 86, 97, 108, 109, 112, 119, 137, 138 
神戸市  46, 48, 54, 58, 59, 61, 62, 64, 65, 68, 73, 74, 75, 76, 80, 81, 82, 86, 90, 99, 101, 103, 
104, 110, 116, 117, 119, 127, 141, 160, 187 
効率性  30, 73, 74, 75, 76 
ゴールデンルート  9, 12, 15, 41, 50, 51, 52, 55, 56, 67, 69, 86, 87, 90, 92, 115, 116, 118, 119, 
126, 134, 136, 143, 145, 147, 148, 155, 156 
ゴールデンルート+北海道・九州地方型  107, 147, 150, 156, 160 
ゴールデンルート型  107, 159 
個人旅行者  12 
 197 
御殿場市  50, 54, 58, 60, 62, 65, 66, 73, 74, 75, 76, 83, 87, 104, 108, 109, 112, 118, 124, 159, 
161, 183 
さ 
最大流動法  17, 26, 101, 163 
札幌市  47, 50, 51, 55, 59, 61, 73, 75, 82, 91, 105, 138, 141, 143, 146 
し 
次数中心性  28, 31, 71, 73, 75, 82, 83 
社会ネットワーク分析  18, 26, 27, 31, 34, 38, 39, 71, 72, 155, 163, 166, 167, 169 
宿泊旅行統計調査  11, 166 
昇龍道  87, 145 
白川村  51, 56, 58, 60, 62, 65, 68, 84, 87, 160, 182 
す 
推移構造  34, 36, 88 
せ 
静的要素  22, 38, 39, 45 
そ 
壮瞥町  51, 85, 105, 138, 141, 173 
た 
高山市  46, 51, 52, 55, 56, 58, 59, 60, 61, 62, 65, 68, 73, 74, 75, 76, 80, 84, 85, 87, 91, 98, 
111, 131, 138, 145, 160, 182 
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